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2027年度生

※この学生募集要項は、2027 年 4月入学生を対象にした内容です。
　2028 年 4月入学生に関する内容は、2027 年 4月以降にご確認ください。



アドミッション・ポリシー

建学の精神

健康のありがたさを知り、手をもって、伝え広める

医療に携わる人として、自ら学び、考え、行動する
医療に携わる人として、仲間から患者さんから、社会から信頼を得る
医療に携わる人として、人々の健康で幸せな生活に貢献する

教育理念

自　律
信　頼
貢　献
教育目標

建学の精神である「健康のありがたさを知り、手をもって、伝え広める」に
基づき上記の教育理念を実現する医療人を育成する

1.　医療専門職としての夢を持ち、前向きに努力する人
2.　愛情を持って人に接し、協調性のある人
3.　人の役に立ちたいとの思いを実現する志のある人

私たちは上記の建学の精神のもと、以下の教育理念を掲げています。

【本校が求める人材像】

卒業認定・高度専門士付与の方針を実現するため、以下の素養を有する人材を求める。
　理学療法学科の求める人材像
人に関心を持ち、身体が不自由になった方の助けとなりたい人、施設見学等自分の将来の仕事について理
解を深め、目的意識と情熱を持った人。

理学療法学科

卒業認定・高度専門士付与の方針を実現するため、以下の素養を有する人材を求める。
　作業療法学科の求める人材像
「心」と「体」を支援できる『想像力と応用力』を備えた人で、明るく、前向きで好奇心旺盛な人。

作業療法学科

卒業認定・高度専門士付与の方針を実現するため、以下の素養を有する人材を求める。
　看護学科の求める人材像
人が好きで細やかな心づかいと集中力が発揮でき、自ら積極的に学ぶ意欲のある人。
また、学士の称号を持つ看護師として将来専門領域でのキャリアアップを目指す人。

看護学科

卒業認定・専門士付与の方針を実現するため、以下の素養を有する人材を求める。
　鍼灸マッサージ学科・鍼灸学科の求める人材像
医療を通じて社会の役に立ちたいと考える人、様 な々分野に関心を持ち、教養・基礎力・実践力・応用力をバ
ランスよく学べる感性豊かな人。

鍼灸マッサージ学科・鍼灸学科

卒業認定・専門士付与の方針を実現するため、以下の素養を有する人材を求める。
　スポーツ柔整学科の求める人材像
温かな人間性と時代の変化に対応できる柔軟な思考力を持ち合わせた人。

スポーツ柔整学科
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アドミッション・ポリシー

建学の精神

健康のありがたさを知り、手をもって、伝え広める

医療に携わる人として、自ら学び、考え、行動する
医療に携わる人として、仲間から患者さんから、社会から信頼を得る
医療に携わる人として、人々の健康で幸せな生活に貢献する

教育理念

自　律
信　頼
貢　献
教育目標

建学の精神である「健康のありがたさを知り、手をもって、伝え広める」に
基づき上記の教育理念を実現する医療人を育成する

1.　医療専門職としての夢を持ち、前向きに努力する人
2.　愛情を持って人に接し、協調性のある人
3.　人の役に立ちたいとの思いを実現する志のある人

私たちは上記の建学の精神のもと、以下の教育理念を掲げています。

【本校が求める人材像】

卒業認定・高度専門士付与の方針を実現するため、以下の素養を有する人材を求める。
　理学療法学科の求める人材像
人に関心を持ち、身体が不自由になった方の助けとなりたい人、施設見学等自分の将来の仕事について理
解を深め、目的意識と情熱を持った人。

理学療法学科

卒業認定・高度専門士付与の方針を実現するため、以下の素養を有する人材を求める。
　作業療法学科の求める人材像
「心」と「体」を支援できる『想像力と応用力』を備えた人で、明るく、前向きで好奇心旺盛な人。

作業療法学科

卒業認定・高度専門士付与の方針を実現するため、以下の素養を有する人材を求める。
　看護学科の求める人材像
人が好きで細やかな心づかいと集中力が発揮でき、自ら積極的に学ぶ意欲のある人。
また、学士の称号を持つ看護師として将来専門領域でのキャリアアップを目指す人。

看護学科

卒業認定・専門士付与の方針を実現するため、以下の素養を有する人材を求める。
　鍼灸マッサージ学科・鍼灸学科の求める人材像
医療を通じて社会の役に立ちたいと考える人、様 な々分野に関心を持ち、教養・基礎力・実践力・応用力をバ
ランスよく学べる感性豊かな人。

鍼灸マッサージ学科・鍼灸学科

卒業認定・専門士付与の方針を実現するため、以下の素養を有する人材を求める。
　スポーツ柔整学科の求める人材像
温かな人間性と時代の変化に対応できる柔軟な思考力を持ち合わせた人。

スポーツ柔整学科

・授業時間以外の曜日・時間に授業・実習・学校行事等が行われることがあります。
・鍼灸マッサージ学科および鍼灸学科では、あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゅう師に係る学校養成
施設認定規則第5条第2項の規定により視覚に障害のある方の受け入れはできません。

看護学科

理学療法学科

作業療法学科

鍼灸マッサージ学科

鍼灸学科

スポーツ柔整学科

40名

36名

30名

30名

30名

30名

月～金、 9：00～16：10

月～金、 9：00～16：10

月～金、 9：00～16：10

月～金、10：40～16：10

月～金、10：40～16：10

月～金、10：40～16：10

募集学科 修業年限 入学定員 授業時間

4年

4年

4年

3年

3年

3年

募集学科

学　　費

募集学科 入学金
（入学手続き時）

入学後の納付金内訳（1年間）
納付金合計
（1年間）前期納付金（4月）

〈授業料〉
後期納付金（10月）
〈授業料〉 実習費（4月）

看護学科 300,000円 430,000円 430,000円 200,000円 1,060,000円

理学療法学科 300,000円 550,000円 550,000円 200,000円 1,300,000円

作業療法学科 300,000円 550,000円 550,000円 200,000円 1,300,000円

鍼灸マッサージ学科 300,000円 755,000円 755,000円 50,000円 1,560,000円

鍼灸学科 300,000円 550,000円 550,000円 50,000円 1,150,000円

スポーツ柔整学科 300,000円 550,000円 550,000円 50,000円 1,150,000円

・�大学併修費用について（看護学科/必須、理学療法学科・作業療法学科/任意）�
本校は、九州医療科学大学と提携することにより、大学併修費用は、4 年間合計で約 54万円です（入学金、科
目登録料は提携校のため免除されます）。
・�入学金は P4「入学手続締切日」までの納付が必要です。授業料・実習費は入学後に納付していただきます。
  前期授業料及び実習費は4月、後期授業料は10月の納付になります。
・�授業料には、施設設備の維持・管理費用も含まれています。
・上記以外に教科書、教材、教具等の費用が必要になります。
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⑩入学時に満18歳以上で、本校が高等学校卒業と同等以上の学力を有すると
認めた者　※詳細は本校までお問い合わせください。

③本校の主催するオープンキャンパス（WEB含む※詳細は本校までお問い合わせ
ください）に参加したことがある者もしくは個別に学校見学をしたことがある者

詳
細
は
、
P
６
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

理学療法学科、鍼灸マッサージ学科以外の学科を受験される本校在校生については、面接試験のみとなります。
また作業療法学科、鍼灸学科、スポーツ柔整学科を受験される本校在校生については、上記入試区分ごとの入試
日程にかかわらず2027年3月25日（木）までに随時面接試験を実施しますので、担任教員までご連絡ください。

以下の方は、該当する学科の在籍状況により、編入学・再入学を希望することができます。
ご希望の方は、本校までお問い合わせください。
　●本校各学科と同一の学科に在籍している者、または在籍していたことがある者
　【選　　考】 本年度入試日程と同日程で選考 ※編入学・再入学を認められた者は、2027年4月からの入学となります。
　【選考方法】 小論文（800字以内）・面接（個人）
　　　　　　 ※場合によっては、科目試験（専門科目）を受けていただくこともあります。

編入学者・再入学者の受入れについて

本校在校生の入学試験について（学科試験免除と試験日）

入 試 区 分

出 願 資 格

※✓は、必須の出願資格
※○は、いずれかの出願資格を満たすこと

大
学
生
・
社
会
人

エ
ン
ト
リ
ー
特
別
選
抜

総
合
型
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

大
学
生
・
社
会
人
選
抜

一
般
選
抜

✓

○○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

✓✓✓

✓✓✓✓

✓

○ ○ ○

①本校及び希望学科のアドミッション・ポリシーを理解し、入学を希望する者

②合格した場合、本校への入学が確約できる者

⑦高等学校卒業以上の者

⑤高等学校を2027年3月に卒業見込みの者

⑧高等学校卒業程度認定試験に合格した者

⑨外国において通常の課程による12年の学校教育を修了した者

⑥高等学校を2026年3月に卒業した者

④成績優秀で、出身または在学高等学校長の推薦が得られる者

出願資格

出願資格（在校生入試含む）
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⑩入学時に満18歳以上で、本校が高等学校卒業と同等以上の学力を有すると
認めた者　※詳細は本校までお問い合わせください。

③本校の主催するオープンキャンパス（WEB含む※詳細は本校までお問い合わせ
ください）に参加したことがある者もしくは個別に学校見学をしたことがある者

詳
細
は
、
P
６
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

理学療法学科、鍼灸マッサージ学科以外の学科を受験される本校在校生については、面接試験のみとなります。
また作業療法学科、鍼灸学科、スポーツ柔整学科を受験される本校在校生については、上記入試区分ごとの入試
日程にかかわらず2027年3月25日（木）までに随時面接試験を実施しますので、担任教員までご連絡ください。

以下の方は、該当する学科の在籍状況により、編入学・再入学を希望することができます。
ご希望の方は、本校までお問い合わせください。
　●本校各学科と同一の学科に在籍している者、または在籍していたことがある者
　【選　　考】 本年度入試日程と同日程で選考 ※編入学・再入学を認められた者は、2027年4月からの入学となります。
　【選考方法】 小論文（800字以内）・面接（個人）
　　　　　　 ※場合によっては、科目試験（専門科目）を受けていただくこともあります。

編入学者・再入学者の受入れについて

本校在校生の入学試験について（学科試験免除と試験日）

入 試 区 分

出 願 資 格

※✓は、必須の出願資格
※○は、いずれかの出願資格を満たすこと

大
学
生
・
社
会
人

エ
ン
ト
リ
ー
特
別
選
抜

総
合
型
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

大
学
生
・
社
会
人
選
抜

一
般
選
抜

✓

○○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

✓✓✓

✓✓✓✓

✓

○ ○ ○

①本校及び希望学科のアドミッション・ポリシーを理解し、入学を希望する者

②合格した場合、本校への入学が確約できる者

⑦高等学校卒業以上の者

⑤高等学校を2027年3月に卒業見込みの者

⑧高等学校卒業程度認定試験に合格した者

⑨外国において通常の課程による12年の学校教育を修了した者

⑥高等学校を2026年3月に卒業した者

④成績優秀で、出身または在学高等学校長の推薦が得られる者

出願資格

出願資格（在校生入試含む） 入試日程・選考方法（在校生入試含む）

入 試 区 分

対象学科 出 願 期 間 試 験 日 合格発表 入学手続
締切日

総
合
型
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

大
学
生
・
社
会
人
選
抜

一
般
選
抜

1次 全学科 2026年
	7/	 1（水）〜	8/27（木） 	9/	 6（日） 	9/11（金） 	9/25（金）

1次 1次 全学科 2026年
	9/	 7（月）〜	9/24（木） 10/	 4（日） 10/	 9（金） 10/23（金）

2次 2次 1次 全学科 2026年
10/	 5（月）〜10/22（木） 11/	 1（日） 11/	 6（金） 11/20（金）

3次 3次 2次 全学科 2026年
11/	 9（月）〜12/	3（木） 12/12（土） 12/18（金） 2027年

	1/	 8（金）

4次 4次 3次 全学科 2026年　　  2027年
12/21（月）〜	1/14（木） 	1/24（日） 	1/29（金） 	2/12（金）

5次 5次 4次 全学科 2027年
1/25（月）〜2/11（木・祝） 	2/21（日） 	2/26（金） 	3/12（金）

2次 6次 全学科 2027年
	2/15（月）〜	3/	8（月） 	3/14（日） 	3/16（火） 	3/25（木）

選考方法

● 自己推薦書審査（800字以内）

● ● ● ● 小論文（800字以内）

● ● ● ● 面接（個人）

● 科目試験（国語「現代文のみ」）※マークシート方式

※大学生・社会人エントリー特別選抜の詳細は、Ｐ6をご覧ください。
※オンライン入試の詳細は、P7をご覧ください。
※�合格者が募集定員に達した場合、その学科については以降の入試は実施いたしません。その際には、本校ホーム
ページにてお知らせいたします。
※面接試験は、原則として出願書類の受付順に実施します。
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入試特待生制度について
入試特待生選抜試験の成績優秀者の中から、特待生を選抜いたします。特待生として選ばれた方には、下記の特待
生特典が与えられます。

特待生特典

特待A
特待B
特待 C

入学年度 50万円
入学年度 25 万円
入学年度 5 万円

入試評価

数・国 平均 90％以上
数・国 平均 85％以上
数・国 平均 80％以上

選抜者数

1名
2 名
5 名

・同点の対象者が出た場合、両名とも該当ランクの特待生とします。
・認定人数枠を超え、次点となった場合は下位ランクの扱いとなります。

1 対象者
総合型選抜の出願者の中で、入試特待生選抜試験の受験希望者

2 入試特待生選抜試験日
2026年9月6日（日）

3 試験科目等
数学Ⅰ・国語「現代文のみ」 ※記述式

4 発表
2026年9月11日（金）

5 特待生特典

※ 大学生・社会人エントリー特別選抜入試合格者の受験について
大学生・社会人エントリ―特別選抜入試に合格し、9月3日（木）までに入学手続きの終わっている方は、今年度の
入試特待生選抜試験を受験することが可能です。

①書類について

②出願

③選考方法

入試手続きをされた方には、特待生制度についての案内書類を郵送します。

入試特待生選抜試験の受験を希望される方は、本校入試係までご連絡ください。
入学試験検定料の納付は不要です。

総合型選抜の日程にて、科目試験のみ（数学Ⅰ・国語「現代文のみ」）を受験してください。
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入試特待生制度について
入試特待生選抜試験の成績優秀者の中から、特待生を選抜いたします。特待生として選ばれた方には、下記の特待
生特典が与えられます。

特待生特典

特待A
特待B
特待 C

入学年度 50万円
入学年度 25 万円
入学年度 5 万円

入試評価

数・国 平均 90％以上
数・国 平均 85％以上
数・国 平均 80％以上

選抜者数

1名
2 名
5 名

・同点の対象者が出た場合、両名とも該当ランクの特待生とします。
・認定人数枠を超え、次点となった場合は下位ランクの扱いとなります。

1 対象者
総合型選抜の出願者の中で、入試特待生選抜試験の受験希望者

2 入試特待生選抜試験日
2026年9月6日（日）

3 試験科目等
数学Ⅰ・国語「現代文のみ」 ※記述式

4 発表
2026年9月11日（金）

5 特待生特典

※ 大学生・社会人エントリー特別選抜入試合格者の受験について
大学生・社会人エントリ―特別選抜入試に合格し、9月3日（木）までに入学手続きの終わっている方は、今年度の
入試特待生選抜試験を受験することが可能です。

①書類について

②出願

③選考方法

入試手続きをされた方には、特待生制度についての案内書類を郵送します。

入試特待生選抜試験の受験を希望される方は、本校入試係までご連絡ください。
入学試験検定料の納付は不要です。

総合型選抜の日程にて、科目試験のみ（数学Ⅰ・国語「現代文のみ」）を受験してください。

①オープン
　キャンパス参加

エントリーから入学までの流れ
大学生・社会人エントリー特別選抜受験希望の方は、上記日程のオープンキャンパス申込
時に合わせて、エントリーしてください。また、オープンキャンパス当日の面談希望も受け付
けます。※オープンキャンパスに引き続き面談を実施します。

②選考方法
　●エントリーシート
　●面談

オープンキャンパスに参加された方は、大学生・社会人エントリー特別選抜で、面談を受け
ることができます。

③面談結果通知 面談結果を郵送で通知いたします。通知は、面談日より1週間以内に、郵便局に投函いた
します。電話やメールなどで照会に応じることはできません。

エントリーシートは、オープンキャンパス当日に提出してください。
※エントリーシートは、ホームページよりダウンロードすることができます。
　また、オープンキャンパス当日にも配付いたします。
※理学療法学科のエントリーはできません。

④出願
通知受取後、入学希望の方は、出願書類の提出と入学試験検定料25,000円をお振り込み
ください。

⑤合格発表 出願・検定料の支払いおよび出願書類を受け付けた後、文書にて合否通知を郵送します。

⑥入学手続 合格者は、合否通知に同封した書類を確認し、入学手続締切日までに入学金を振り込んでください。

⑦入学許可 学校より入学許可書が届きます。

入　学

・卒業証明書　・成績証明書　　　※詳細は、P8を参照してください。出願書類

大学生・社会人エントリー特別選抜について
大学生・社会人エントリー特別選抜とは、希望する職業に対して深い理解と熱意を持ち、本校の教育を深く理解し
ている大学生や社会人の方を対象とした入試です。以下の日程のオープンキャンパスに参加された方は、オープン
キャンパス後の面談を受けることで、早期に合格を確保することが可能です。また、総合型選抜の日程で、入試特
待生選抜試験にチャレンジすることもできます。（詳しくは、P5をご覧ください）

対象学科・人数、入試日程、選考方法
対象学科 看護学科、作業療法学科、鍼灸マッサージ学科、鍼灸学科、スポーツ柔整学科

対象人数 各学科5名程度

入試日程

オープン
キャンパス日程の
13：00～

  5/17（日）   6/21（日）   7/19（日）   8/  2（日）   8/22（土）   9/20（日）

10/17（土） 11/15（日） 12/20（日）   1/17（日）   2/  6（土）
夜間オープン
キャンパス日程の
20：00～

  6/  3（水）   7/  1（水）   8/  5（水）   9/  9（水） 10/  7（水） 11/11（水）

12/  2（水）   1/  6（水）   2/17（水）   3/  3（水）

選考方法 面談のみ

・面談開始時間が前後する場合があります。
・面談結果を面談日から 1週間以内にお送りする予定です。
・出願期間等のスケジュールについては、面談結果通知に同封いたします。ご確認ください。

出願資格

①本校及び希望学科のアドミッション・ポリシーを理解し、入学を希望する者
②合格した場合、本校への入学が確約できる者
③以下の受験資格のいずれかを満たす者
　1）高等学校卒業以上の者
　2）高等学校卒業程度認定試験に合格した者
　3）外国において通常の課程による12 年の学校教育を修了した者
　4）入学時に満 18 歳以上で、本校が高等学校卒業と同等以上の学力を有すると認めた者
　※特に 4）についての詳細は本校までお問合せください。
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１．入試区分 :
　（1）総合型選抜 2次オンライン
　（2）学校推薦型選抜 2次・4 次オンライン
　（3）大学生･社会人選抜 2次・4 次・6 次オンライン
　（4）一般選抜 3 次オンライン

２．対象：香川県外在住者
　※原則として、香川県外在住者を対象とします。なお、香川県内でご相談があった場合は、個別で対応いたします。
　※�事前にインターネット環境等の確認をさせて頂きますので、出願をされる前に、事前に必ず本校へお問い合わ
せください。出願に関するお問い合わせ期限は、それぞれの入試区分出願期間の終了1週間前までといたし
ます。

３．試験科目 :小論文、面接、科目試験（国語「現代文のみ」）
　※科目試験は一般選抜オンライン受験者のみとなります。

４．試験方法 :ビデオ会議アプリ（Zoom）、Googleフォームを併用します。

オンライン入試概要

入試日程（オンライン入試）

出願書類

オンライン入試について
香川県外在住の方に、オンライン入試を実施し、受験の機会を提供いたします。

希望する入試区分について、出願書類が必要です。
※P8をご参照ください。
※オンライン入学試験誓約書（インターネット出願マイページの郵送書類の中からダウンロード）の提出が必要です。

入試区分 出願期間 試験日 合否発表日 入学手続締切日

学校推薦型選抜 2次
大学生・社会人選抜 2次

2026年10/5（月）〜
� 10/22（木）

2026年
11/1（日）

2026年
11/6（金）

2026年
11/20（金）

学校推薦型選抜 4次
大学生・社会人選抜 4次
一般選抜 3次

2026年12/21（月）～
� 2027年1/14（木）

2027年
	 1/24（日）

2027年
	 1/29（金）

2027年
	 2/12（金）

総合型選抜 2次
大学生・社会人選抜 6次

2027年2/15（月）～
� 3/8（月）

2027年
	 3/14（日）

2027年
	 3/16（火）

2027年
	 3/25（木）

※P4に記載のとおり、合格者が募集定員に達した場合、その学科については以降の⼊試は実施いたしません。
※�オンライン入試の詳細につきましては、「2027年度版 オンライン入試概要及び手引き」を日程に合わせて本校の
ホームページへ掲載いたします。その他、ご不明な点がありましたら本校までお問い合わせください。
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① ‌�24時間いつでも出願可能‌
24 時間、いつでも、どこからでも出願が可能です。

②�出願受理から合格発表まで確認可能‌
出願後もインターネットで出願内容について、出願の受理から合否発表までいつでも確認ができます。
③�全国どこからでもお支払い可能‌
検定料は、出願後 1週間以内に、クレジットカード払い、コンビニ決済、銀行振込（ペイジー）でお支払い
ください。（出願日が出願締切日から1週間以内の場合は、出願締切日までにお支払いください。

　インターネット出願の 3 つのポイント

インターネット出願について

•「初めて出願される方」のボタンをクリック。
•ネット出願アカウント作成ページへ進む。メールアドレスを入力して「送信する」をクリックしてください。
•�入力したメールアドレスに届く「ネット出願アカウント登録確認」メール内にある確認用ＵＲＬをクリックして
登録を完了させてください。

インターネット出願ページへログイン

インターネットによる出願は、以下の入試区分ごとに必要な書類を郵送してください。

出願書類

書　　類 注　意　事　項

大
学
生・社
会
人

エン
ト
リ
ー

総合型 学校
推薦型 大

学
生
・

社
会
人

一　般

新
卒

既
卒

新
卒

既
卒

新
卒

既
卒

卒業証明書
・

成績証明書

・出身高等学校発行の卒業証明書および成績証明書
　（大学・短期大学のものでも可）を提出してください。
・�高等学校卒業程度認定試験に合格された方は、合格証明
書および合格成績証明書を提出してください。
※ ‌�2021年 3月以前の卒業者については、成績証明書は不要
です。

○ − ○ − ○ ○ − ○

調　査　書 ・在籍高等学校発行の調査書を提出してください。 − ○ － ○ － － ○ －

推　薦　書
・‌�本校所定の用紙を使用し、在籍・出身高等学校長の推薦
を受けてください。
※ホームページよりダウンロードできます。

− − − ○ ○ － － －

自己推薦書 ・本校所定の用紙を使用してください。
※ホームページよりダウンロードできます。 − ○ ○ － － － － －

・インターネット環境の確認
　インターネットに接続されたパソコン・スマートフォン・タブレットをご用意ください。
・プリンタ
　受験票の印刷に必要です。
・e-mailアドレス
・写真データの用意
　※3か月以内に撮影されたもの（上半身・正面・脱帽）
•出願書類の準備
　出願書類は、発行に時間がかかる場合がありますので、出来るだけ出願前に準備をしておいてください。

事前準備

⬆インターネット
出願はこちら

◎出願の際に入力された入学志願書に記載されている、氏名、生年月日、住所その他の個人情報は、入学者選抜（出
願処理、選考実施）および合格通知ならびに入学手続（書類の送付、入学前後の連絡）、また入学後の学籍管
理等に利用します。
◎提出していただいた書類および入学試験検定料は、一切返還いたしません。
◎婚姻などにより卒業証明書等に記載されている氏名と志願書の氏名が異なるときは、戸籍抄本を添えてください。
◎本校在校生または本校卒業生の場合、卒業証明書・成績証明書は不要です。
◎ 2026 年度に実施する入学試験（2027年度生募集）に複数回出願する場合、2回目以降は卒業証明書・成績証
明書・調査書は不要です。
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［出 願 方 法］
出願期間最終日が提出書類必着日です。
提出書類に不備のあるもの、期限を過ぎて提出されたものは一切受理いたしません。
なお、平日の午前9時～午後5時30分の間、本校窓口（3号館）での受付も行います。

合格発表日に、ログイン後のトップページ内にある登録済み試験日程一覧に合否の結果が通知されます。また、合否
通知は、合格発表の当日に郵便局に投函いたします。地域によっては、2、3日かかる場合もありますが、電話やメール
などで照会に応じることはできません。

［受験について］

［試験会場］

受験上の配慮や修学上特別な配慮等を必要とする場合は、出願前に予めご相談ください。

［第2志望の記入について］
第2志望の記入が可能です。入学志願書に第2志望を記入していた場合、第1志望で不合格でも、第2志望で合格
となることがあります。その際、入学金を一旦納付し、第2志望の学科への入学を確保しておき、再度、第1志望の
学科を受験することが可能です。そして、第1志望に合格すると、学科変更の手続を経て第1志望の学科へ入学す
ることができます。

［問い合わせについて］
ご不明な点は、右記までご連絡ください。四国医療専門学校 入試係 ＴＥＬ0877-41-2323

　四国医療専門学校
  （〒769-0205　香川県宇多津町浜五番丁62-1）

［試験時間］
　注意事項説明：午前9時15分～
　試 験 開 始：午前9時30分～

JR 宇多津駅下車：北口より徒歩約7分 
坂出 IC下車：車で約10 分

［受験上の注意］
　１．荒天・交通スト・その他の事情があっても、日程

の変更はありません。
　２．試験開始より15分以降の入室は認めません。

出願手続・受験について

試験会場・試験時間について

合格発表について

健民センター

annex8

モス＆カフェモス＆カフェ
イオン
タウン
イオン
タウン

四国水族館四国水族館

ホテルアネシス
瀬戸大橋

ホテルアネシス
瀬戸大橋

ごうだおとなこども歯科ごうだおとなこども歯科

トヨタカローラ香川トヨタカローラ香川

宇多津病院宇多津病院

浜のかぜ浜のかぜ
セブンイレブンセブンイレブン

学生マンション

学生マンション

学生マンション

（願書受付期間内のみ出願が可能です。）
•ログイン後ページの「新規出願」ボタンをクリック
•学科選択
　学科、試験日を選択してください。
•入試種別選択
　�総合型選抜、学校推薦型選抜、一般選抜、大学生・社会人選抜、大学生・社会人エントリー特別選抜など、
登録する入試区分をお選びください。
•試験日・支払方法選択
　（1） クレジットカード払い
　（2） コンビニ決済
　（3） 銀行振込（ペイジー）からお選びください。
•個人情報詳細入力
　生年月日や学歴などを入力してください。
•課題、質問項目入力
　画面の指示に従って、課題や質問項目にお答えください。

出願登録

出願登録完了画面または、出願完了メールに記載されている郵送書類を確認して封筒に入れ、出願期間内に郵便
局窓口から簡易書留もしくは速達で学校まで郵送してください。（出願期間内必着）

　　送付先：‌�〒769-0205　香川県宇多津町浜五番丁62-1�
四国医療専門学校　入試係

登録完了後、検定料を支払い、書類を郵送することで出願が完了します。
インターネット出願は 24 時間可能です。
ただし、検定料のお支払いと書類の郵送は、出願から1週間以内に（出願日が出願締切日から1週間以内の場合は、
出願締切日までに）済ませてください。できるだけ余裕を持った出願をお願いします。

出願登録が学校から受理されると、ログイン後のトップページ内にある登録済み試験日程一覧に受験番号が通知
されます。
受験番号をクリックすると受験票が表示されますので、必ず試験の前日までに印刷をして保管しておいてください。

試験当日は、受験番号の記載がある受験票を印刷し持参してください。

合格発表日に、ログイン後のトップページ内にある登録済み試験日程一覧に合否の結果が通知されます。
また、合格者には合格通知書及び入学に必要な書類を別途お送りいたします。

郵送書類

受験票の印刷

受験

合否の確認

トップページの「登録済み試験日程一覧」から、当該試験を選択し、「支払手続き」ボタンをクリックして内容を確
認の上、出願後１週間以内にお手続きください。（出願日が出願締切日から１週間以内の場合は、出願締切日まで
にお支払いください。）
入学試験検定料：25,000円
※検定料の他に所定の支払い手数料がかかります。

検定料のお支払い
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［出 願 方 法］
出願期間最終日が提出書類必着日です。
提出書類に不備のあるもの、期限を過ぎて提出されたものは一切受理いたしません。
なお、平日の午前9時～午後5時30分の間、本校窓口（3号館）での受付も行います。

合格発表日に、ログイン後のトップページ内にある登録済み試験日程一覧に合否の結果が通知されます。また、合否
通知は、合格発表の当日に郵便局に投函いたします。地域によっては、2、3日かかる場合もありますが、電話やメール
などで照会に応じることはできません。

［受験について］

［試験会場］

受験上の配慮や修学上特別な配慮等を必要とする場合は、出願前に予めご相談ください。

［第2志望の記入について］
第2志望の記入が可能です。入学志願書に第2志望を記入していた場合、第1志望で不合格でも、第2志望で合格
となることがあります。その際、入学金を一旦納付し、第2志望の学科への入学を確保しておき、再度、第1志望の
学科を受験することが可能です。そして、第1志望に合格すると、学科変更の手続を経て第1志望の学科へ入学す
ることができます。

［問い合わせについて］
ご不明な点は、右記までご連絡ください。四国医療専門学校 入試係 ＴＥＬ0877-41-2323

　四国医療専門学校
  （〒769-0205　香川県宇多津町浜五番丁62-1）

［試験時間］
　注意事項説明：午前9時15分～
　試 験 開 始：午前9時30分～

JR 宇多津駅下車：北口より徒歩約7分 
坂出 IC下車：車で約10 分

［受験上の注意］
　１．荒天・交通スト・その他の事情があっても、日程

の変更はありません。
　２．試験開始より15分以降の入室は認めません。

出願手続・受験について

試験会場・試験時間について

合格発表について

健民センター

annex8

モス＆カフェモス＆カフェ
イオン
タウン
イオン
タウン

四国水族館四国水族館

ホテルアネシス
瀬戸大橋

ホテルアネシス
瀬戸大橋

ごうだおとなこども歯科ごうだおとなこども歯科

トヨタカローラ香川トヨタカローラ香川

宇多津病院宇多津病院

浜のかぜ浜のかぜ
セブンイレブンセブンイレブン

学生マンション

学生マンション

学生マンション
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学生生活支援制度 −魅力ある学校づくりー

1 在校生特待生制度
〈対　象　者〉2 年次以上の学生
〈採 択 基 準〉前年度の学業成績がＧＰＡ（Grade Point Average）3 以上であり、健康かつ良識のある学生
〈選 抜 者 数〉学年ごとに各学科から1名　※該当者がいない場合は選出を見送ることあり
〈特待生特典〉年間10万円

2 卒業生優遇制度（卒業見込みの方については、在校生も含む）
本校の卒業生及び卒業見込みの在校生の学ぶ意欲を支援するための学費サポート制度です。卒業生及び
卒業見込みの在校生が本校の別学科へ進学の場合、入学金の全額または半額が免除されます。

主な進学学科モデル 通常必要な入学金 制度適用後の入学金

鍼灸学科もしくはスポーツ柔整学科への進学 300,000 円 0円
看護学科、理学療法学科、作業療法学科、
鍼灸マッサージ学科への進学 300,000 円 150,000円

※入学対象学科が鍼灸学科・スポーツ柔整学科の場合、合格時から入学金の納付は必要ありません。
※�入学対象学科が看護学科・理学療法学科・作業療法学科・鍼灸マッサージ学科の場合は、入学後、所
定の手続きを経て、入学金の半額を返還します。

3 ご家族優遇制度
本校卒業生・在校生のご家族［子、父母、兄弟姉妹、孫、祖父母（いずれも血族に限る）または配偶者］
の入学の場合、入学金の半額が免除される制度です。
※ �2 親等以内の血族または配偶者が複数名同時に入学する場合は、いずれか 1名の入学金の半額が免除
されます。

入学学科 通常必要な入学金
（入学手続日までに必要） 制度適用後の入学金

全学科 300,000 円 150,000円

※入学後、所定の手続きを経て、入学金の半額を返還します。

4 高等教育の修学支援新制度
経済的な理由で進学をあきらめることがないよう、要件を満たせば、給付型奨学金と授業料等の減免の
支援を受けることができる制度です。
〈支援対象〉住民税非課税世帯またはそれに準ずる世帯の学生
〈支援内容〉 ＋①授業料・入学金の 減 免 ②給付型奨学金の 支 給
①授業料・入学金の減免額
■上限額 /年額（住民税非課税世帯）

入学金 授業料（年額）

160,000 円 590,000 円

・日本学生支援機構 給付型奨学金で採用された支援区分により、授業料等の減免を実施します。
・�住民税非課税世帯に準ずる世帯の学生は、住民税非課税世帯の学生の2/3または 1/3 の減免額になります。
多子世帯に関しては、所得制限することなく授業料と入学金を上限額まで減免します。
・授業料等減免の対象要件は日本学生支援機構　給付型奨学金の要件と同様です。
・多子世帯の家計基準は給付奨学金と授業料減免では別の基準となります。
・過去に修学支援新制度（給付型奨学金・授業料減免）を受けたことのある人は新規申込みはできません。
◇制度の詳細については、文部科学省ホームページにてご確認ください。
　https://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm

②給付型奨学金の支給額
■給付上限月額（住民税非課税世帯）
自宅通学（月額） 自宅外通学（月額）
38,300 円（42,500 円） 75,800 円
※（　）内は生活保護世帯･児童養護施設からの通学者
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5 日本学生支援機構奨学金制度（（注）2025 年度実施内容）
１）給付奨学金（原則として返還する必要がない奨学金制度）

第Ⅰ区分 第Ⅱ区分 第Ⅲ区分 第Ⅳ区分
（多子世帯に限る）

給付月額 自宅通学 38,300 円
（42,500 円）

25,600 円
（28,400 円）

12,800 円
（14,200 円）

9,600 円
（10,700 円）

自宅外通学 75,800 円 50,600 円 25,300 円 19,000 円
※（　）内金額は生活保護世帯または児童養護施設等より通学している人です。
※自宅外通学には、生計維持者から離れ、家賃を支払って生活していること他、基準が設けられています。

家計基準
（目　安） 

第Ⅰ区分 第Ⅱ区分 第Ⅲ区分 第Ⅳ区分 
295 万円未満
（非課税世帯） 395 万円未満 461 万円未満 698 万円未満

（多子世帯） 
※上表の金額は4人世帯（本人・親 1（給与所得）・親 2（無収入）・高校生）の年間収入例です。
※多子世帯の家計基準は給付奨学金と授業料減免では違います。

学力基準 
・�高等学校等における評定平均値が 3.5 以上である、または、入学者選抜試験の成績
が上位 2分の 1の範囲内に属している
・学修意欲を学修計画書により確認できる。
・高等学校卒業程度認定試験合格者

㊟�その他、資産基準や入学時期に関する要件があります。学業成績基準に関する判定が毎年行われ、判
定内容によっては奨学金が打ち切られ、返還を求められることがあります。 
㊟過去に給付奨学金を受けたことのある人は、新規申し込みすることはできません。 

２）貸与奨学金（貸与終了後返還が必要となります）
貸与月額 学力基準

第一種奨学金
（無利子）

自宅 通 学：2万・3万・4万・5万 3千円 ・高校等最終 2ヶ年の評定平均値が 3.2 以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 等自宅外通学：2万・3万・4万・5万・6万円

第二種奨学金
（有利子）

・2万～12万円（1万円単位）
　（上限：年利子3％）

・成績が平均水準以上､ または学修意欲が
　あり､ 学業修了できる見込みのある者　等

※その他日本学生支援機構の定める学力基準、家計基準を満たしていることが必要です。
※�第一種奨学金は、家計基準によって利用できない貸与月額があります。また学力基準を満たしていなくて
も採用となる場合があります。
※第一種奨学金の制限：給付奨学金の第Ⅰ・Ⅱ区分の採用者は、貸与額が 0円となります。

入学時一時金 貸与額 基準など
入学時特別増額貸与奨学金

（有 利 子）
10万～ 50万円
（10万円単位）

・国の教育ローンが利用できない世帯等の学生
・第二種奨学金より高い年利率の利息

３）申込時期・採用決定および振込開始時期など
 　・�高校在学中の予約採用は、入学後の手続きを経て 5〜 6月に交付が始まります。在学採用は、入学

後 4〜 5月に申込を行ない 7〜 8月に採否が決定して交付が始まります。
 　・奨学金申請者がすべて採用されるわけではありません。
 　◇詳細については、日本学生支援機構のホームページをご確認ください。
 　　https://www.jasso.go.jp/shogakukin/index.html

6 家賃補助特例制度
入学者に対して、学生マンションの家賃を補助し、生活を支援するものです。
〈支援内容〉入居居室の家賃を修業年限期間月額 5,000 円補助します。
〈対 象 者〉2027 年度入学者
★創立70周年キャンペーン
　①早期増額キャンペーン
　　11 月までに入学手続きを完了した方へ、2027 年度の家賃をさらに月額 5,000 円補助
　②遠隔地増額キャンペーン
　　四国 4県、岡山県以外からの入学者の方へ、2027 年度の家賃をさらに月額 5,000 円補助
　※① ②のキャンペーンは併用可

7 修学支援給付金支給制度
本校での修学意欲と能力のある者が経済的理由により修学を断念することがないように、経済的支援を
目的とした制度です。授業料のうち 30 万円を後期の納付金額から減額します。
〈対 象 者〉毎年 7月において、以下のいずれかに該当する方
　①生活保護世帯の方　②所得税非課税世帯の方　③急遽家計急変となった世帯の方
　※「高等教育の修学支援新制度」との併用不可
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8 駐車場無料制度
〈無料駐車場〉①丸亀病院横無料駐車場 83 台（徒歩10 分）、②安達川沿い駐車場13 台（徒歩 3分）
〈対 象 者〉自動車通学を検討されている方。
〈対象者の選考〉
申し込まれた方の中から、抽選で選考いたします。2月に駐車場希望の有無を問う文書を郵送いたします。
※②を希望される場合、オープンキャンパス等のサポートをしていただきます。

9 教育訓練給付制度（専門実践教育訓練）
専門実践教育訓練の「教育訓練給付金」とは、働く方の主体的で中期的なキャリア形成を支援し、雇用の安
定と就職の促進を図ることを目的とした雇用保険の給付制度です。一定の条件を満たす雇用保険の被保険者・
被保険者であった方が、厚生労働大臣の指定する専門実践教育訓練を受講し修了した際に、受講費用の一
定の割合額がハローワークから支給されます。
専門実践教育訓練給付金は、受講開始日から支給単位期間（6ヶ月）ごとに支給申請を行いますので、在学中
から支給を受けられます。在学中の支給額は、教育訓練経費（入学金＋授業料）の 50％（年間上限 40万円）
です。また、訓練修了し、訓練に係る資格を取得し、かつ修了の翌日から１年以内に被保険者として雇用さ
れると、教育訓練経費の 20％（年間上限 16 万円）に相当する額が追加支給されます。さらにこれらの給付
に加えて、訓練修了後の賃金が受講開始前と比べて5％以上上昇した場合、教育訓練経費の10％（年間上限
８万円）が追加で支給されます。（4 年間の教育訓練講座の場合、上限額 265 万円）
また、失業状態にある方が初めて専門実践教育訓練を受講する場合、受講開始時に45歳未満であるなど一
定の要件を満たせば、別途、教育訓練支援給付金が支給されます。（※ 2027年 3月末までの時限措置の為、
制度の継続や内容変更などについては、国の公表情報をご確認ください。）
教育訓練給付を受けるには、雇用保険の加入期間などの条件があるため、居住地を管轄するハローワークで、
受給資格の有無や必要な手続等をご自身でご確認ください。
原則として受講開始日の２週間前までに、受講開始前手続き（訓練前キャリアコンサルティング・受給資格確認）
の完了が必要です。
〈お問合せ先〉�①教育訓練給付制度の詳細⇒居住地のハローワーク�

②該当学科⇒本校入試係

⓾ 母子家庭自立支援給付金及び父子家庭自立支援給付金事業
各都道府県・市・福祉事務所設置町村において以下の給付金制度が実施されています。どちらの制度も受講
前の事前相談が必要です。対象となる条件や制度の詳細については、お住まいの自治体窓口までお問い合わ
せください。
※制度を設けていない都道府県等に居住されている場合は、支給の対象となりません。
〈お問い合わせ先〉 制度の詳細⇒お住まいの自治体

（1）自立支援教育訓練給付金
ひとり親家庭の母または父が教育訓練講座を受講する場合に、その経費の一部を支給することにより主体的
な能力開発の取り組みを支援し、自立の促進を図ることを目的としています。
自立支援教育訓練給付金事業の対象となる講座は、雇用保険法における教育訓練給付制度の指定教育訓練
講座と、その他都道府県等の長が地域の実情に応じて対象とする講座です。
専門実践教育訓練と同様に、支給単位期間（6カ月）ごとに支給申請を行います。在学中の支給額は、教育
訓練経費の 60％（年間上限 40万円）です。また、訓練修了し、訓練に係る資格を取得し、かつ修了の翌日
から１年以内に被保険者として雇用されると、教育訓練経費の25％（年間上限 20万円）に相当する額が追加
支給されます。追加支給を含む本事業の総支給額の上限は最大 240万円です。
雇用保険法における教育訓練給付金の受給資格のある方は、ハローワークで教育訓練給付金の給付を受け
た後、差額が支給される場合があります。
〈お問合せ先〉 該当学科⇒本校入試係

（2）高等職業訓練促進給付金
高等職業訓練促進給付金は、ひとり親の方が就職の際に有利となる資格の取得を目指して養成機関で修業す
る期間の生活費を支援する制度です。
対象となる資格は、就職の際に有利となる資格で、養成機関において6ヶ月以上修業するものであり、地域の
実情に応じて定められています。自治体によって取り扱う資格が異なります。
訓練期間中、月額 10万円（住民税課税世帯は月額 7.05 万円）が支給され、修業の最終年限１年間に限り、
支給額が４万円加算されます。また、訓練修了後に１回のみ、高等職業訓練修了支援給付金5万円が（住民
税課税世帯は 2.5 万円）支給されます。
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14 その他奨学金制度・教育ローン
その他銀行の教育ローンの他、地方公共団体の奨学金もご利用いただけます。
•お問い合わせ先：銀行、各自治体の窓口
●香川県看護学生修学資金貸付制度（看護学科の学生のみ）
　卒業後、香川県の条例規則で定められた施設等において、看護職員の業務に従事しようとする者を対象に、
入学後の選考により、香川県から修学資金（月額5万円）を貸し付ける（無利子または10％）とともに、一定要
件の下に一部または全額を返還免除する制度です。
　募集の詳細については、看護学科にお問い合わせください。
●母子父子寡婦福祉資金貸付制度
　一人親家庭の母子父子寡婦等に対し、進学資金などを貸し付ける制度です。
　•お問い合わせ先：居住する市町村の福祉課です。
●交通遺児育英会 奨学金
　保護者などが道路上の交通事故などで亡くなられたり、重度の後遺障害のために働けず、経済的に進学が
困難な家庭の学生に奨学金を貸与する制度です。
　•お問い合わせ先：（公財）交通遺児育英会（フリーダイヤル／0120-52-1286）です。
●あしなが育英会 奨学金
　保護者が病気・災害（交通事故は除く）などで亡くなられたり、重度の後遺障害で働けず、経済的に進学が
困難な家庭の学生に奨学金を貸与・給付する制度です。
　•お問い合わせ先：あしなが育英会（フリーダイヤル／0120-77-8565）です。

11 銀行等の提携教育ローン
オリコ学費サポートプラン

ご入学または在学される学生の保護者様ま
たは本人（社会人に限ります）。
オリエントコーポレーションの審査に通った
方。安定した収入のある方。

毎月元利均等分割返済
※ボーナス時増額返済も併用可能。
※在学期間+6ヶ月を限度として据置が可能
です。

・本校ホームページから返済シミュレーションやお
申込をいただけます。https://www.459.ac.jp/
・オリコフリーダイヤル 0120-517-325

対　　　　象

百十四銀行提携教育ローン

実 質 年 率
ご 融 資 額

ご返済方法

お問い合わせ

固定金利年1.8％ ※都度見直しとなる場合あり 固定金利年 4.4％ ※都度見直しとなる場合あり
10万円以上 500万円以下 10万円以上 500万円以下

（令和 8年 3月現在）

・お申込時の年齢が満20歳以上65歳未満の方
・勤続年数が1年以上の方
・安定継続した収入が150万円以上の方
・保証会社の保証が得られる方

・ダイレクトローン紹介センター
　フリーダイヤル 0120-114520

在学中はご利用累計額の元金を据え
置き、利息のみを返済。元金は卒業後
に通常返済。
在学中は親権者の方が返済し、卒業
後に学生が残額を引き継いで返済。
在学中からご指定いただいた金額を
返済する方式。

ステップアップ
返済

親子リレー
返済
通常返済

（ボーナス併用可）

13 香川県社会福祉協議会 教育支援資金
香川県にお住まいの方を対象に、月額6万円以内（無利子）で貸付が受けられる「教育支援費」の他、入学時
に必要な経費として、50万円以内の貸付が受けられる「就学支度費」もあります。また、香川県以外にお住まい
の方は、お住まいの地域の社会福祉協議会にお問い合わせください。
・お問い合わせ先：香川県社会福祉協議会（TEL 087-861-5613）

12 国の教育ローン（日本政策金融公庫）
入学金、授業料、教科書代、アパートの敷金・家賃など、入学時や在学中に必要とされる資金を融資する公的な
制度として、「国の教育ローン」があります。
本校に入学・在学する学生の保護者の方は、申し込むことができます。

お申し込みに関するご相談は … 
  教育ローンコールセンター　TEL 0570-008656〈全国から市内通話料でご利用いただけます〉
〈受付時間　（月～金） 9：00～19：00　※土日祝日、年末年始を除く〉

融 資 額 学生 1人につき350万円以内

対 象 者

返済期間

利　　率

返済方法

学生の保護者（主に生計を維持されている方）で、扶養する子どもの人数により、世帯年収（所得）
の上限額が定められているのでその金額以内の方※審査の結果、融資を受けられない場合があります。

年 3.55％  ※令和 8 年 2月2日現在
（母子家庭、父子家庭、世帯年収 200万円［所得132 万円］以内の方または子ども3人以上（注）
の世帯かつ世帯収入 500万円［所得 356 万円］以内の方は上記利率の▲0.4％）

毎月元利均等返済（毎月の返済額は一定）、元金の返済を据置き、在学期間中は利息のみ返済、
ボーナス月に増額して返済（6ヶ月間隔で設定したボーナス月に増額）

（注）申込者の世帯で扶養している子どもの人数です。年齢、就学の有無を問いません。

20 年以内
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一人暮らしを始める皆さんの新生活をサポートするため、本校では3棟の学生マンション（計153室）をご用意しています。
周辺には病院やコンビニ、ショッピングセンターが充実。エアコンや冷蔵庫、洗濯機などの家具・家電を完備し、準備費
用や引越し代、不要品の処分費用など入居時・退去時の出費を抑えることができます。
学生マンションの入居者は四国医療専門学校の学生ということもあり、安心して充実した学生生活が始められます。

・ＪＲ宇多津駅より徒歩約5分
・学校より徒歩約10分
・主な設備・備品
　　ベッド、机、椅子、クローゼット、下足箱、テレビ、キッチン、洗濯機、冷蔵
庫、電子レンジ、コンロ、エアコン、光インターネット対応（2,000円／月
額）、共用玄関オートロック、シャワートイレなど

学
生
マ
ン
シ
ョ
ン

　二
番
館

項　　　　　目

入居時

月　額

保証金（家賃の2ヶ月分）
Ａタイプ：１～７階（１Ｋ・３０㎡）Ｂタイプ：１～７階（１Ｋ・４０㎡）

80,000円
3,000円
40,000円
5,000円

96,000円
3,000円
48,000円
5,000円

住宅総合保険（毎年4月に請求）
家　賃
共益費

料　　　　　金

※上記以外にガス、水道、電気代が個人負担となります。保証金は退居時の美装・修繕費用としてお預かりし、差額は返金いたします。
※家賃・設備・備品について変更になる場合があります。

・ＪＲ宇多津駅より自転車で約5分
・学校より自転車で約10分
・主な設備・備品
　　机、椅子、クローゼット、下足箱、テレビ、キッチン、洗濯機、冷蔵庫、電子

レンジ、コンロ、エアコン、光インターネット対応（2,000円／月額）など
※3ＤＫのお部屋には備品の備え付けはありません。

学
生
マ
ン
シ
ョ
ン

　三
番
館

・ＪＲ宇多津駅より徒歩約7分
・学校より徒歩約2分
・主な設備・備品
　　ベッド、机、椅子、クローゼット、下足箱、テレビ、キッチン、洗濯機、冷蔵
庫、電子レンジ、コンロ、エアコン、光インターネット対応（2,000円／月
額）など

学
生
マ
ン
シ
ョ
ン

　土
器

項　　　　　目

入居時

月　額

保証金（家賃の2ヶ月分）
１～５階（１Ｋ・２５㎡）
70,000円
3,000円
35,000円
5,000円

住宅総合保険（毎年4月に請求）
家　賃
共益費

料　　　　　金

※上記以外にガス、水道、電気代が個人負担となります。保証金は退居時の美装・修繕費用としてお預かりし、差額は返金いたします。
※家賃・設備・備品について変更になる場合があります。

学生マンションについて

項　　　　　目

入寮時

月　額

保証金（家賃の2ヶ月分）
１階（１Ｋ・３０㎡）
70,000円
3,000円
35,000円
5,000円

２階（３ＤＫ・６０㎡）
90,000円
3,000円
45,000円
5,000円

３階（１Ｋ・２３㎡）
60,000円
3,000円
30,000円
5,000円

住宅総合保険（毎年4月に請求）
家　賃
共益費

4,000円 4,000円駐車場

3,000円駐車場

3,000円 3,000円 3,000円駐車場

料　　　　　金

※上記以外にガス、水道、電気代が個人負担となります。保証金は退居時の美装・修繕費用としてお預かりし、差額は返金いたします。
※家賃・設備・備品について変更になる場合があります。
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・ＪＲ宇多津駅より徒歩約5分
・学校より徒歩約10分
・主な設備・備品
　　ベッド、机、椅子、クローゼット、下足箱、テレビ、キッチン、洗濯機、冷蔵
庫、電子レンジ、コンロ、エアコン、光インターネット対応（2,000円／月
額）、共用玄関オートロック、シャワートイレなど

学
生
マ
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ョ
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保証金（家賃の2ヶ月分）
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家　賃
共益費
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※上記以外にガス、水道、電気代が個人負担となります。保証金は退居時の美装・修繕費用としてお預かりし、差額は返金いたします。
※家賃・設備・備品について変更になる場合があります。

・ＪＲ宇多津駅より自転車で約5分
・学校より自転車で約10分
・主な設備・備品
　　机、椅子、クローゼット、下足箱、テレビ、キッチン、洗濯機、冷蔵庫、電子
レンジ、コンロ、エアコン、光インターネット対応（2,000円／月額）など

※3ＤＫのお部屋には備品の備え付けはありません。

学
生
マ
ン
シ
ョ
ン
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番
館
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・学校より徒歩約2分
・主な設備・備品
　　ベッド、机、椅子、クローゼット、下足箱、テレビ、キッチン、洗濯機、冷蔵
庫、電子レンジ、コンロ、エアコン、光インターネット対応（2,000円／月
額）など

学
生
マ
ン
シ
ョ
ン

　土
器

項　　　　　目

入居時

月　額

保証金（家賃の2ヶ月分）
１～５階（１Ｋ・２５㎡）
70,000円
3,000円
35,000円
5,000円

住宅総合保険（毎年4月に請求）
家　賃
共益費

料　　　　　金

※上記以外にガス、水道、電気代が個人負担となります。保証金は退居時の美装・修繕費用としてお預かりし、差額は返金いたします。
※家賃・設備・備品について変更になる場合があります。

学生マンションについて

項　　　　　目

入寮時

月　額

保証金（家賃の2ヶ月分）
１階（１Ｋ・３０㎡）
70,000円
3,000円
35,000円
5,000円

２階（３ＤＫ・６０㎡）
90,000円
3,000円
45,000円
5,000円

３階（１Ｋ・２３㎡）
60,000円
3,000円
30,000円
5,000円

住宅総合保険（毎年4月に請求）
家　賃
共益費

4,000円 4,000円駐車場

3,000円駐車場

3,000円 3,000円 3,000円駐車場

料　　　　　金

※上記以外にガス、水道、電気代が個人負担となります。保証金は退居時の美装・修繕費用としてお預かりし、差額は返金いたします。
※家賃・設備・備品について変更になる場合があります。

［国 語 問 題］

2026年度生 入学試験過去問題（特待生選抜試験）

問
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

七
夕
の
㋐
カ
ザ
り
が
、
近
所
の
図
書
館
に
あ
っ
た
。
す
っ
と
伸
び

た
笹
に
、
色
と
り
ど
り
の
㋑
短
冊
が
結
ば
れ
て
い
る
。〈
さ
か
あ
が

り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
〉。
そ
ん
な
お
さ
な
い
字
の
ね
が
い

か
ら
、
恋
愛
や
受
験
の
㋒
キ
ガ
ン
ま
で
、
①
た
わ
わ
に
実
る
果
実
の

よ
う
に
、
㋓
幾
多
の
冊
が
揺
れ
て
い
た
。

　

七
夕
が
近
づ
く
と
、
二
つ
の
星
を
夜
空
に
探
し
た
㋔
ヨ
ウ
シ
ョ
ウ

の
こ
ろ
を
思
い
出
す
。
織
姫
と
彦
星
は
、
中
国
で
は
織
女
と
牽け
ん

牛ぎ
ゅ
うと

呼
ば
れ
る
。
別
の
名
は
、
こ
と
座
の
ベ
ガ
、
わ
し
座
の
ア
ル
タ
イ
ル
。

十
四
光
年
も
離
れ
た
星
と
星
だ
が
、
②
無
粋
な
こ
と
は
言
う
ま
い
。

　

黄
色
い
短
冊
の
一
つ
に
目
が
と
ま
っ
た
。〈
お
ば
ー
ち
ゃ
ん
が

１
０
０
さ
い
ま
で　

い
き
ら
れ
ま
す
よ
う
い
〉。
大
き
く
、
太
く
、

元
気
の
い
い
字
だ
。
最
後
の
「
い
」
は
「
に
」
だ
ろ
う
か
。
③
て
ら

い
の
な
い
、優
し
い
気
持
ち
が
、ぐ
っ
と
㋕
チ
ョ
ッ
キ
ュ
ウ
で
伝
わ
っ

て
く
る
。

　

④
嘲
笑
や
憎
悪
が
闊か

っ

歩ぽ

す
る
現
実
に
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
⑤
不
覚

に
も
涙
腺
が
ゆ
る
ん
で
し
ま
っ
た
。
自
分
の
こ
と
も
大
切
だ
け
ど
、

愛
す
る
人
、
家
族
の
こ
と
、
誰
か
を
思
い
や
る
行
為
に
、
⑥
し
ば
し

頭こ
う
べを
垂
れ
る
。

　

き
の
う
の
朝
日
川
柳
も
心
に
沁し

み
た
。〈
短
冊
に「
せ
か
い
へ
い
わ
」

と
病
児
棟
〉。
自
ら
は
㋖
病
に
あ
っ
て
も
、
⑦
世
の
安
寧
を
祈
る
子

が
い
る
。
何
と
重
い
一
言
か
。
宮
沢
賢
治
が
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
に

㋗
綴
る
「
み
ん
な
の
ほ
ん
と
う
の
さ
い
わ
い
」
と
い
う
も
の
を
想
像

す
る
。

　

太
宰
治
は
「
優
」
の
字
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
㋘
優
れ
る
と
も
、

優
し
い
と
も
読
む
が
、
人
を
憂う
れ

え
る
と
書
い
て
優
で
あ
る
。
優
し
さ

と
は
「
ひ
と
の
淋さ
び

し
さ
侘わ
び

し
さ
、
つ
ら
さ
に
㋙
ビ
ン
カ
ン
な
事
」
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
⑧
そ
れ
は
ま
た
「
人
間
と
し
て
一
番
優
れ
て
い
る

事
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
」。

�

（
朝
日
新
聞
「
天
声
人
語
」
二
〇
二
五
年
七
月
六
日
）

問
一　

傍
線
部
㋐
㋒
㋔
㋕
㋙
の
片
仮
名
の
語
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

問
二　

傍
線
部
㋑
㋓
㋖
㋗
㋘
の
漢
字
の
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

問
三　

傍
線
部
①
「
た
わ
わ
に
実
る
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状
態
か
。
具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
。

問
四　

傍
線
部
②「
無
粋
な
こ
と
は
言
う
ま
い
。」と
あ
る
が
、ど
う
い
う
こ
と
か
。
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

問
五　

傍
線
部
③
「
て
ら
い
の
な
い
」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
意
味
か
。
簡
潔
に
答
え
な
さ
い
。

問
六　

�

傍
線
部
④
「
嘲
笑
や
憎
悪
が
闊
歩
す
る
現
実
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
現
実
の
こ
と
か
。
具
体
的
に

説
明
し
な
さ
い
。

問
七　

�

傍
線
部
⑤
「
不
覚
に
も
涙
腺
が
ゆ
る
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
な
さ
い
。

問
八　

傍
線
部
⑥
「
し
ば
し
」
と
同
じ
意
味
の
言
葉
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　
　

ア　

少
し
の
間　
　
　
　

イ　

何
度
も　
　
　

ウ　

し
ば
ら
く
の
間

　
　
　
　

エ　

ゆ
っ
く
り
と　
　
　

オ　

深
く

問
九　

�

傍
線
部
⑦
「
世
の
安
寧
を
祈
る
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
の
か
。
わ
か
り

や
す
く
答
え
な
さ
い
。　

問
十　

傍
線
部
⑧
「
そ
れ
」
が
指
し
て
い
る
も
の
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
十
一　

宮
沢
賢
治
（ 『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
以
外 

）
と
太
宰
治
の
作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
書
き
な
さ
い
。

問
十
二　

本
文
に
適
切
な
題
を
考
え
て
つ
け
な
さ
い
。
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問 1 次の式を因数分解せよ。

x3 − 3x2 − 4x+ 12

問 2 次の式を展開せよ。

(2x2 − 4xy + 3y2)(2x2 + 4xy + 3y2)

問 3 x = 2
√
3− 3, y = 2

√
3 + 3 のとき，次の式の値を求めよ。

(1)
x+ y

xy

(2) x2 + y2

(3)
1

x2
+

1

y2

問 4 次の問に答えよ。

(1) ２次関数 y = −x2 + 2x+ 3 の軸と頂点

求めよ。

(2) ２次関数 y = −x2 + 2x+ 3 のグラフと

直線 y = x+ 1 のグラフを解答用紙の

座標平面にかけ。

(3) 放物線 y = −x2 + 2x+ 3 と直線 y =

x+ 1 の共有点の座標を求めよ。
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問 5 0 < θ < 90◦ とする。cos θ − 2 sin2 θ + 1 = 0 のとき，次の問に答えよ。

(1) cos θ の値を求めよ。

(2) tan θ の値を求めよ。

問 6 △ABC において，BC = 2, CA =
√
2, ∠C = 135◦ とする。次の問に答

えよ。

(1) △ABC の面積を求めよ。
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(2) 辺 AB の長さ x を求めよ。

(3) △ABC の外接円の半径 R を求めよ。

問 1 次の式を因数分解せよ。

x3 − 3x2 − 4x+ 12

問 2 次の式を展開せよ。

(2x2 − 4xy + 3y2)(2x2 + 4xy + 3y2)

問 3 x = 2
√
3− 3, y = 2

√
3 + 3 のとき，次の式の値を求めよ。

(1)
x+ y

xy

(2) x2 + y2

(3)
1

x2
+

1

y2

問 4 次の問に答えよ。

(1) ２次関数 y = −x2 + 2x+ 3 の軸と頂点

求めよ。

(2) ２次関数 y = −x2 + 2x+ 3 のグラフと

直線 y = x+ 1 のグラフを解答用紙の

座標平面にかけ。

(3) 放物線 y = −x2 + 2x+ 3 と直線 y =

x+ 1 の共有点の座標を求めよ。
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問 5 0 < θ < 90◦ とする。cos θ − 2 sin2 θ + 1 = 0 のとき，次の問に答えよ。

(1) cos θ の値を求めよ。

(2) tan θ の値を求めよ。

問 6 △ABC において，BC = 2, CA =
√
2, ∠C = 135◦ とする。次の問に答

えよ。

(1) △ABC の面積を求めよ。
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(2) 辺 AB の長さ x を求めよ。

(3) △ABC の外接円の半径 R を求めよ。

［数 学 問 題］

2026年度生 入学試験過去問題（特待生選抜試験）
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（福島民報：2025年 7月 31日）

［小論文問題］

［問］ �以下の文章を読み、あなたが考える “ 医療職を目指す者として、備えなければならない資質 ”
について、800 字以内で論じなさい。

2026年度生 入学試験過去問題（９月実施入学試験）

　「油断大敵」。気の緩みを戒め、常時の備えを説く。由来に複数の説がある。比叡山延暦寺の「不滅の法灯」も、
その語源とされている。
　天台宗の開祖最澄が７８５（延暦４）年、草庵を結んだのが寺の始まりだ。一角にある根本中堂の灯は１２００
年以上にわたって一度も絶えることなく、光を発し続けてきた。菜種油に灯芯が浸って火がともる。油を断つと消
えてしまうので、注意は怠れない。油番は決められていないという。当番以外の日に、関心が薄れてしまうのを防
ぐためと伝わる。
　真夏の津波警報に列島が震えた。心の隙はなかったようだ。沿岸部の県民は１４年前の記憶がよみがえり、より
高いところを目指して走った。灼熱［しゃくねつ］の高台で、おびえて過ごした時間は想像を超えて過酷だった。波
は引いても、何度も押し寄せる。「もう大丈夫」の思い込みは禁物―。かの四字熟語を改めて胸に刻んだ。
　最澄の金言に「一隅を照らす」がある。自分が置かれた立場で、精いっぱい尽くす。それが社会全体を良くする
との教えだ。海の魔物はいつ、牙をむくか分からない。それぞれが、今いる場所で「逃げろ」の声をかけ合おう。
　古里の安全の法灯を断たぬために。

　今年の夏は、統計を取り始めた１８９８年以降で最も暑かったという。９月に入っても最高気温が３５度を超える
猛暑日となった地域があり、今後も厳しい暑さが続く。
　酷暑は、熱中症はもちろん、様 な々不調につながるため、体調管理に努めたい。
　総務省消防庁によると、５月１日～８月末に熱中症で救急搬送された人は全国で９万人を超えて昨年同時期を上
回った。
　近年、熱中症の年間死者数は千数百人に上っている。３０年前に比べると約５倍だ。一人ひとりが危機感を持ち、
熱中症予防に取り組む必要がある。
　特に高齢者や基礎疾患のある人は、暑さが命を脅かしかねないことを日頃から念頭に置き、健康状態に気を配
ることが大切だ。
　まずは住んでいる地域の気温や湿度を注視してほしい。熱中症警戒アラートが出ていたらなるべく外出を避け、
エアコンの利いた室内で過ごすことが重要だ。
　どうしても屋外に出る場合は、日傘や冷却グッズを使って対策を講じてもらいたい。
　熱中症のほかにも、酷暑が原因で体調を崩すことは少なくない。厳しい暑さが続くと体に負担がかかり、心臓や肺、
腎臓といった内臓の機能低下を招き、持病がある人は症状の悪化につながる。最悪の場合、命を落としかねない。
　こうしたケースは、熱中症と異なり、暑さとの因果関係がわかりにくいため、表面化しないことが多い。ただ、専
門家グループの推計では、暑さの関連死は、熱中症による死者数の約７倍に上る、ともみられている。
　暑さで体調を崩さないようにするには、冷房の使用やこまめな水分補給が肝心となる。
　それでも、エアコンを使わずに熱中症になる高齢者が後を絶たない。社会全体で、冷房による適度な室温調節
の重要性を呼びかけるとともに、独り暮らしの高齢者には、地域での見守りや声がけを続ける必要がある。
　エアコンを使用しないと、寝苦しさから睡眠不足となり、健康を損なう恐れもある。
　栄養状態に留意することも不可欠だ。長引く暑さで疲労がたまって食欲が落ち、栄養不足に陥る人は少なくない。
　暑さが原因で救急搬送される人の多くが、低栄養の状態にあると指摘されている。夏バテ防止に効果的なたん
ぱく質やビタミンの摂取を心がけ、バランスのよい食事をすることが欠かせない。

［小論文問題］

［問］�以下の文章を読み、あなたが普段体調管理で心掛けていることについて、800字以内で論じ
なさい。

2026年度生 入学試験過去問題（10月実施入学試験）

（令和７年９月５日　読売新聞　社説）
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運動習慣「無理せず続けることが肝要」 

　県内は１０月に入り、あの暑さがうそだったかのように冷え込む日が続いている。弘前公園の園内や外堀
ではウオーキングにいそしむ市民の姿も数多く見られ、まさに「スポーツの秋」真っ盛り。わが身を振り返
れば往復４０分ほどの自転車通勤を欠かさないよう心掛けている。それは運動に入らないとの声もあるだろ
うが、これが唯一の健康管理法だから続けるしかない。
　今年は１３日だったスポーツの日に合わせ、スポーツ庁は２０２４年度の「体力・運動能力調査」結果を
発表した。それによると学校時代に部活動やクラブで運動経験のある人は、そうでない人に比べて成人後の
運動能力が高く、スポーツ習慣も維持しているという。
　調査は全国の６～７９歳を対象に握力や上体起こしなどの種目で調査、計５万９４４４人分のデータを集
計した。
　２０歳以上で、中学から大学までに運動部やクラブで活動経験がある人は、ない人より各種目の合計点
（６０点満点）が高くなる傾向にあった。男性は２０代前半で、女性では２０代後半で大きな差が出た。一方、
上の世代になるほど差は縮まった。
　スポーツ庁は「学校時代の運動経験は生涯のスポーツ継続や体力維持に関わる重要な要素。性別や世代に
かかわらず、スポーツに参加しやすい環境を整備する」としている。
　なぜ運動習慣を推奨するのか。厚労省の「健康づくりのための身体活動・運動ガイド２０２３」では、運
動習慣はがんや成人病の予防、うつ病や認知症の発症リスク軽減に加え、思考力や学習力まで高めるとして
いる。もちろん身体機能の維持は、転倒といった思わぬけがを防ぐ。総じて医療費が削減できる。
　では何の運動から始めるべきか。一番手軽なのはウオーキングだろう。２０分歩くだけで有酸素運動にな
り脂肪の燃焼につながるとされる。長く歩けない場合、朝晩など１日数回に分けてもいい。
　以前は「１日１万歩」を目標とする人が多かったが、今年７月に「１日７０００歩歩く人は深刻な健康問
題のリスクが劇的に低下する」との研究結果が発表された。７０００歩は２０００歩と比べて早期死亡のリ
スクがほぼ半減。認知症のリスクは３８％、うつ病は２２％、糖尿病は１４％それぞれ低下したという。
　国際研究チームは、より科学的な値を見つけるため先行研究を精査、１６万人のデータを分析した。英ケ
ンブリッジ大の医学研究者で、論文の共著者は「健康上の主なメリットを得るためには、１日１万歩を歩く
必要はない」と指摘。最も大きな効果は７０００歩に達する前に表れ、その後は横ばい傾向だとした。
　いきなり７０００歩を目指さず、余裕が出てきたら時間を増やせばいい。大切なのは毎日続けることであ
り無理をしてけがをしないことだ。 

［小論文問題］

［問］�以下の文章を読み、あなたが健康に気を付けていることについて、８００字以内で論じなさい。 

2026年度生 入学試験過去問題（11月実施入学試験）

（2025年 10月 17日　陸奥新報） 

　全米キャリア開発協会会長を務めたアメリカを代表する理論家・実践家であるナンシー・Ｋ・シュロスバー
グは、転機とは「成人の様々な人生上の出来事のこと」であるとしている。転機には、①「予測していた転機：
言葉の通り予期していた通りに転機が起こった場合」、②「予測していなかった転機：予想していたもので
はない転機が起こった場合」、③「期待していたものが起こらなかった転機：予期していたのにも関わらず、
それが起こらなかった場合」の 3種類がある。人生には多様な転機が連続的に訪れ、それを乗り越える努力
や工夫をすることを通じて、キャリアが形成されていくという考えを示している。

［小論文問題］

［問］�以下の文章を読んで「この資格を目指すきっかけとなった転機、あなたに与えた影響」につ
いてあなたの考えを800字以内で述べなさい。 

2026年度生 入学試験過去問題（12月実施入学試験）

19



イチロー殿堂入り　目標達成の努力を知ろう

　大リーグで 10 年連続 200 安打や年間 262 安打など数々の金字塔を打ち立て、類いまれな走攻守で全米の
ファンにも強烈な記憶を残したイチローさんである。
　イチローさんは 27 日、殿堂入りの記念式典で約 20 分間、英語によるスピーチを行い「この場にいること
は素晴らしい夢のようだ」と語った。
　唯一、日本語で述べたのは、日本人大リーガーのパイオニアとして渡米の道を開いた野茂英雄さんに対す
る「野茂さん、ありがとうございました」という感謝の言葉だった。
　米野球殿堂入りは、アジア人選手としても初の快挙である。野茂さん、松井秀喜さんも候補入りはしたが
得票率が及ばず、すでに資格を失っている。イチローさんは、満票での選出にわずか 1票足りなかった。
　将来的には、投打の二刀流で全米を席巻する大谷翔平選手が必ず加わるだろう。そして大谷は、イチロー
さんや長距離砲としての先駆者、松井さんに感謝の言葉を述べるはずだ。
　さらにその先で、大谷の活躍に触発された少年が大リーグに挑戦して殿堂入りし、同じクーパーズタウン
で大谷に対して感謝のスピーチを行う。そんなドラマの系譜を期待したい。
　イチローさんのスピーチは、さまざまな示唆に富む。夢を目標とし、達成するためには努力を怠らないこと。
信念を貫けば乗り越えられる。毎日毎日、用具を手元に置き、気を配ってきたのは、グラブのひもが緩んで
エラーしたり、スパイクを掃除しなかったために盗塁を失敗したりするリスクを冒したくなかったから。小
さなことを積み重ねていけば、達成できることに限界はない。一貫性が達成への土台となる。
　誰もが大リーグのスーパースターになれるわけではないが、自ら描いた夢や、設定した目標に向けて小さ
な努力を続けることはできる。
　それがイチローさんと同じ道を歩むことだと思えば、なんともすてきではないか。そして夢や目標は、必
ずしも野球やスポーツでなくてもいい。イチローさんの殿堂入りの慶事を、ただ喜ぶだけではもったいない。
自らへの勧奨としてみたい。

［小論文問題］

［問］�以下の文章を読んで、あなたが描いた夢に向かって続けてきたこと、もしくは続けるべきと
思うことを800字以内で述べなさい。

2026年度生 入学試験過去問題（１月実施入学試験）

（2025年 7月 29日 産経新聞　社説）
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［国 語 問 題］

2026年度生 入学試験過去問題（11月実施入学試験）

問
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

1
日
本
文
化
の
「
顔
」
と
も
い
う
べ
き
国
立
劇
場
が
十
年
も
閉
じ
た
ま
ま

で
は
、
伝
統
芸
能
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
憂
慮
す
べ
き
事
態
だ
。

2
ロ
ウ
㋐
キ
ュ
ウ
化
な
ど
で
二
０
二
三
年
十
月
に
閉
場
し
た
が
、
再
整
備

の
動
き
は
①
停
滞
し
て
い
る
。
政
府
が
設
置
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
こ
れ
ま
で
二
十
九
年
度
末
と
し
て
き
た
再
開
場
時
期
を
四
年
先
延
ば

し
し
、
三
十
三
年
度
と
す
る
新
た
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
た
。

3
一
九
六
六
年
に
開
場
し
た
国
立
劇
場
は
、
大
小
二
つ
の
劇
場
を
㋑
ヨ
ウ

し
、
歌
舞
伎
や
文
楽
、
日
本
舞
踊
、
邦
楽
な
ど
の
拠
点
と
な
っ
て
き
た
。

七
九
年
に
は
演
芸
場
が
完
成
し
て
い
る
。

4
閉
場
期
間
が
長
引
く
ほ
ど
、
公
演
事
業
へ
の
影
響
は
大
き
く
な
る
。
歌

舞
伎
や
文
楽
、
大
衆
芸
能
は
東
京
都
内
の
施
設
を
転
々
と
し
な
が
ら
上
演

さ
れ
て
い
る
が
、
舞
台
設
備
が
十
分
で
は
な
い
た
め
演
目
や
演
出
の
制
限

も
あ
る
。

5
公
演
日
数
の
㋒
カ
ク
ホ
も
難
し
い
。
歌
舞
伎
だ
け
み
て
も
、
昨
年
度
は

十
八
年
度
に
比
べ
て
ほ
ぼ
半
減
し
、
入
場
者
数
は
三
割
以
下
に
ま
で
落
ち

込
ん
だ

6
技
芸
の
向
上
や
②
鑑
賞
土
壌
の
醸
成
の
た
め
に
も
劇
場
は
欠
か
せ
な

い
。
映
画
「
国
宝
」
で
伝
統
芸
能
の
良
さ
を
知
っ
た
若
者
も
少
な
く
な
い

は
ず
だ
。

7
政
府
は
民
間
の
資
本
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
公
共
施
設
を
建
設
・
運

営
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
導
入
し
た
。
A
、
資
材
高
騰
や
人
件
費
上
昇
で
建

設
費
が
膨
ら
み
、
過
去
二
度
の
入
札
は
不
調
に
終
わ
っ
た
。
劇
場
と
相
乗

効
果
を
発
揮
で
き
る
ホ
テ
ル
併
設
を
求
め
る
な
ど
、
入
札
条
件
の
厳
し
さ

も
一
因
だ
。

8
仕
切
り
直
し
と
な
る
次
回
入
札
で
は
、
ホ
テ
ル
併
設
は
条
件
か
ら
外
れ

る
。
国
は
必
要
に
応
じ
て
整
備
費
を
追
加
負
担
す
る
姿
勢
も
示
し
て
い

る
。

9 

B
、
再
開
発
自
体
が
行
き
詰
ま
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
、
う
ま
く

い
く
と
は
限
ら
な
い
。

10
国
は
十
七
年
に
文
化
芸
術
基
本
法
を
制
定
し
、
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
と

レ
ン
㋓
ケ
イ
さ
せ
る
「
③
稼
ぐ
文
化
」
を
打
ち
出
し
た
。
国
立
劇
場
再
整

備
へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
導
入
も
、
そ
の
流
れ
に
あ
る
。

11
に
ぎ
わ
い
㋔
ソ
ウ
シ
ュ
ツ
は
確
か
に
大
切
だ
が
、
伝
統
芸
能
に
し
わ
寄

せ
が
生
じ
る
よ
う
で
は
④
本
末
転
倒
だ
。

12
次
回
入
札
が
成
立
し
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
見
直
し
、

劇
場
の
み
の
建
て
替
え
に
C
を
切
る
べ
き
だ
。
早
期
開
場
は
文
化
政
策
を

担
う
国
の
責
任
で
あ
る
。

�

（
毎
日
新
聞
「
社
説
」
二
０
二
五
年
十
月
二
日
）

問�

❶
～
❺　
傍
線
部
㋐
～
㋔
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む

も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

❶　
㋐
ロ
ウ
キ
ュ
ウ

　

ア  

父
に
キ
ュ
ウ
ジ
ョ
ウ
を
訴
え
た
。　

　

イ  

会
社
は
キ
ュ
ウ
タ
イ
イ
ゼ
ン
の
状
態
だ
。

　

ウ  

あ
の
映
画
は
フ
キ
ュ
ウ
の
名
作
だ
。

　

エ  

事
故
で
キ
ュ
ウ
シ
に
一
生
を
得
た
。

❷　
㋑
ヨ
ウ
し

　

ア  

候
補
者
を
ヨ
ウ
リ
ツ
す
る
。

　

イ  

ヨ
ウ
テ
ン
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　

ウ  

そ
こ
ま
で
は
キ
ョ
ヨ
ウ
範
囲
だ
。

　

エ  

ボ
ン
ヨ
ウ
な
人
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。

❸　
㋒
カ
ク
ホ

　

ア  

賞
品
を
カ
ク
ト
ク
し
た
。　
　

　

イ  

合
格
を
カ
ク
シ
ン
し
た
。

　

ウ  

チ
カ
ク
の
変
動
で
湖
が
生
ま
れ
た
。

　

エ  

カ
ク
シ
ン
を
突
く
質
問
が
欲
し
い
。

❹　
㋓
レ
ン
ケ
イ

　

ア  

社
長
の
コ
ウ
ケ
イ
を
探
し
て
い
る
。

　

イ  

知
識
人
は
ケ
イ
モ
ウ
の
役
割
を
担
っ
た
。

　

ウ  

先
輩
の
お
話
を
ケ
イ
チ
ョ
ウ
し
た
。

　

エ  

授
業
に
辞
書
は
ヒ
ッ
ケ
イ
だ
。

❺　
㋔
ソ
ウ
シ
ュ
ツ

　

ア  

書
類
を
ソ
ウ
キ
ュ
ウ
に
送
っ
て
欲
し
い
。

　

イ  

旧
友
と
思
い
が
け
ず
ソ
ウ
グ
ウ
し
た
。

　

ウ  

何
事
も
ソ
ウ
イ
ク
フ
ウ
が
大
切
だ
。

　

エ  

ソ
ウ
ダ
イ
な
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。

問�

❻　
本
文
に
は
次
の
一
段
落
が
抜
け
て
い
る
。
ど
の

段
落
の
後
に
入
れ
る
の
が
良
い
か
。
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

◎�

抜
け
て
い
る
段
落
・
・
・「
こ
う
し
た
状
況
に
陥
っ

た
の
は
、
計
画
に
無
理
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。」

　

ア  

1
の
後　
　

イ  

2
の
後　
　

ウ  

5
の
後

　

エ  

6
の
後　

問�
❼　
傍
線
部
①
「
停
滞
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
そ

の
原
因
を
述
べ
て
い
る
段
落
を
次
か
ら
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

　
　

ア  

4
段
落　
　

イ  

7
段
落　
　

ウ  

9
段
落

　
　

エ  

10
段
落　

問�

❽　
傍
線
部
②
「
鑑
賞
土
壌
の
醸
成
」
と
あ
る
が
、

ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　

ア  �

伝
統
芸
能
を
鑑
賞
で
き
る
建
物
を
作
る
機
運

を
高
め
る
こ
と
。

　
　

イ  �

伝
統
芸
能
の
た
め
の
劇
場
を
建
て
る
基
礎
を

固
め
る
こ
と
。

　
　

ウ  �

映
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
で
伝
統
芸
能
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
。

　
　

エ  �

伝
統
芸
能
に
親
し
み
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
を

作
る
こ
と
。

問�

❾
❿　
文
中
の
空
欄
Ａ
と
Ｂ
に
入
る
言
葉
を
次
の
中

か
ら
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

❾　
Ａ　
　

❿　
Ｂ

　
　

ア  

た
だ　
　

イ  

ま
た　
　

ウ  

つ
ま
り

　
　

エ  

だ
が　

問�

⓫　
傍
線
部
③
「
稼
ぐ
文
化
」
と
は
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
説
明

と
し
て
適
当
で
は
な
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　

ア  �

文
化
財
を
観
光
と
結
び
付
け
て
多
く
の
観
光
客

を
呼
び
込
む
。　

　
　

イ  �

伝
統
的
な
日
本
の
工
芸
品
を
海
外
に
積
極
的
に

発
信
し
て
い
く
。

　
　

ウ  �

文
化
芸
術
を
生
か
し
て
新
た
な
産
業
を
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
。

　
　

エ  �

収
支
を
厳
し
く
評
価
し
て
黒
字
と
な
る
文
化
に

補
助
を
集
中
さ
せ
る
。

問�

⓬
⓭　
傍
線
部
④
「
本
末
転
倒
」
と
あ
る
が
、
こ
の

場
合
、「
本
」
と
「
末
」
は
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
し
て
い

る
か
。
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

⓬　
「
本
」　

⓭　
「
末
」　

　
　

ア  

劇
場
を
観
光
の
拠
点
に
す
る
こ
と　

　
　

イ  

劇
場
を
早
急
に
完
成
さ
せ
る
こ
と　
　

　
　

ウ  

日
本
文
化
の
「
顔
」
を
創
る
こ
と　

　
　

エ  

伝
統
芸
能
を
育
て
継
承
す
る
こ
と

問�

⓮　
文
中
の
空
欄
Ｃ
に
入
る
言
葉
と
し
て
、
最
も
適

当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　

ア  

カ
ー
ド　
　

イ  

目
線　
　

ウ  

か
じ

　
　

エ  

口
火

問�

⓯　
筆
者
の
考
え
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
を

次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　

ア  �

劇
場
の
民
間
活
用
は
見
直
す
必
要
は
な
い
が
現

在
の
計
画
は
修
正
す
べ
き
だ
。

　
　

イ  �

何
よ
り
も
伝
統
文
化
の
育
成
や
継
承
、
普
及
を

最
も
重
視
す
べ
き
だ
。

　
　

ウ  �

伝
統
芸
能
に
親
し
む
契
機
と
な
る
場
所
と
し
て

国
立
劇
場
は
必
要
だ
。

　
　

エ  �「
稼
ぐ
文
化
」
も
日
本
経
済
に
は
必
要
だ
が
、

行
き
過
ぎ
て
は
よ
く
な
い
。
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［国 語 問 題］

問
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

1
世
に
言
う
「
名
言
」
に
は
、
①
言
わ
ず
も
が
な
、
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
古
代
ロ
ー
マ
の
博
物

学
者
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
言
葉
だ
と
さ
れ
る
、「
た
だ
一
つ
確
か
な
こ
と
は
、
確
か
な
こ
と
は
何
も
な
い
と
い
う
こ
と

だ
」。
②
泉
下
の
碩せ

き

学
に
叱
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
も
っ
と
も
ら
し
く
言
っ
て
い
る
だ
け
、
と

い
う
気
も
し
ま
す
。

2
無
論
、
こ
の
世
が
「
不
確
実
性
」
に
満
ち
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
で
も
、「
確
か
な
こ
と
は
何
も
な
い
」

か
ら
っ
て
、
一
歩
も
動
か
な
い
、
あ
る
い
は
何
ら
先
へ
の
備
え
も
し
な
い
、
と
い
う
の
で
は
社
会
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。

3
警
察
の
運
転
免
許
講
習
な
ど
で
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
「
だ
ろ
う
運
転
」
へ
の
㋐
イ
マ
シ
め
。
対
抗
概
念
は
「
か

も
し
れ
な
い
運
転
」
で
す
。
例
え
ば
、「
対
向
し
て
く
る
直
進
車
が
通
過
す
る
前
に
右
折
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
楽

観
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く「
直
進
車
が
通
過
す
る
前
に
は
右
折
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
」と
考
え
よ
、と
い
っ

た
意
味
で
す
。

4 

A
、
当
然
で
す
が
、
い
つ
も
悲
観
的
に
予
測
し
「
か
も
し
れ
な
い
」
と
用
心
し
て
い
ら
れ
る
か
、
と
言
え
ば

そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
実
際
の
話
、
交
差
点
で
「
直
進
の
信
号
は
『
青
』
だ
が
、
信
号
無
視
の
車
が
横
か
ら
突
っ

込
ん
で
来
る
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
考
え
て
い
た
ら
怖
く
て
前
に
進
め
な
い
し
、
交
差
点
が
大
混
乱
に
㋑
オ

チ
イ
る
の
は
必
至
で
す
。
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
「
信
号
が
『
青
』
な
ら
、
横
か
ら
車
が
来
る
こ
と
は
な
い
（
だ

ろ
う
）」
と
ル
ー
ル
を
信
じ
て
直
進
す
る
か
ら
こ
そ
、
道
路
交
通
の
秩
序
は
保
た
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

5
そ
も
そ
も
、
法
律
や
条
約
や
協
定
な
ど
無
数
の
ル
ー
ル
、
あ
る
い
は
常
識
や
㋒
ギ
レ
イ
（
マ
ナ
ー
）
と
い
っ

た
社
会
規
範
と
は
、
こ
の
「
確
か
な
こ
と
は
何
も
な
い
」
世
界
を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
、
人
間
が
紡
ぎ
出
し

た
「
知
恵
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

6
社
会
や
共
同
体
は
、人
々
が
「
ル
ー
ル
は
守
る
（
だ
ろ
う
）」「
常
識
や
マ
ナ
ー
に
反
す
る
こ
と
は
し
な
い
（
だ

ろ
う
）」
と
い
う
楽
観
的
予
測
に
よ
っ
て
「
不
確
実
性
」
を
㋓
ヤ
ワ
ら
げ
る
こ
と
で
何
と
か
回
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。神
な
ら
ぬ
人
間
に
、地
震
や
台
風
の
よ
う
な
自
然
の「
不
確
実
性
」は
ど
う
に
も
で
き
な
い
が
、

③
せ
め
て
人
の
営
み
は
…
と
い
う
わ
け
で
す
。

7
今
、
そ
の
正
反
対
、
せ
っ
せ
と
「
不
確
実
性
」
を
高
め
て
い
る
の
が
、
あ
の
米
大
統
領
で
す
。
主
に
経
済
思

想
に
関
し
て
、
十
九
世
紀
の
「
確
実
性
」
と
二
十
世
紀
の
「
不
確
実
性
」
を
対
比
し
て
論
じ
た
の
が
、
ガ
ル
ブ

レ
イ
ス
著
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
不
確
実
性
の
時
代
』（
邦
訳
一
九
七
八
年
刊
）
で
す
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
二
十
一

世
紀
の
今
日
、
い
わ
ば
、
一
人
で
「
新
・
不
確
実
性
の
時
代
」
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

8
「
他
国
を
手
に
入
れ
た
が
っ
た
り
し
な
い
」「
自
国
よ
り
厳
格
な
他
国
の
自
動
車
安
全
基
準
に
難
癖
を
つ
け
た

り
し
な
い
」「『
法
の
支
配
』
を
傷
つ
け
た
り
し
な
い
」
…
。
世
界
が
、
ル
ー
ル
や
常
識
に
照
ら
し
、
民
主
主
義

国
の
指
導
者
な
ら
「
し
な
い
（
だ
ろ
う
）」
と
予
測
し
て
い
た
こ
と
を
、
こ
と
ご
と
く
や
っ
て
い
る
印
象
で
す
。

9
誰
も
が
「
続
く
」
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
「
や
め
る
」
は
大
得
意
だ
し
、自
分
で
「
や
る
」
と
言
っ
た
こ
と
を
「
や

め
る
」
も
し
ば
し
ば
。
そ
の
言
葉
は
羽
根
よ
り
も
軽
く
、
ま
さ
に
「
不
確
実
性
」
が
背
広
を
着
て
い
る
よ
う
な

人
で
す
。

10
経
済
で
あ
れ
何
で
あ
れ
、
お
よ
そ
社
会
活
動
と
い
う
も
の
は
ル
ー
ル
や
常
識
な
ど
を
頼
り
に
「
こ
う
な
る
の

が
普
通
（
だ
ろ
う
）」「
こ
ん
な
こ
と
は
起
き
な
い
（
だ
ろ
う
）」
と
い
う
見
通
し
、
楽
観
的
予
測
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
る
も
の
。
そ
れ
が
崩
れ
、
い
ろ
ん
な
領
域
に
フ
リ
ー
ズ
状
態
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

11
一
体
、
世
界
中
で
ど
れ
だ
け
の
企
業
が
設
備
投
資
を
思
い
と
ど
ま
り
、
ど
れ
だ
け
の
団
体
や
個
人
が
新
た
な

活
動
を
㋔
ト
ウ
ケ
ツ
し
た
か
。
人
々
は
「
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
言
い
出
す
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
不
確
実

性
と
、
言
い
出
し
た
こ
と
さ
え
「
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
不
確
実
性
に
挟
ま
れ
、
身
動
き
で
き
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

12
度
外
れ
た
高
関
税
な
ど
ト
ラ
ン
プ
流
の
政
策
で
、
米
国
で
は
消
費
低
迷
な
の
に
物
価
が
上
が
る
「
ス
タ
グ
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
起
き
、
世
界
不
況
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
－
と
い
っ
た
見
方
が
あ
り
ま
す
が
、
心
理
的
影
響

も
恐
れ
ま
す
。
濃
く
な
っ
た
「
不
確
実
性
」
の
影
に
覆
わ
れ
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
大
胆
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
モ
メ
ン
タ
ム
（
勢
い
）
が
失
わ
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

13
見
通
し
の
利
か
な
い
道
で
は
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
な
い
よ
う
に
、「
不
確
実
性
」
が
高
ま
る
ほ
ど
🄱
挑
戦
は

し
に
く
く
な
る
。
複
雑
で
長
い
期
間
を
要
す
る
よ
う
な
「
不
確
実
性
」
に
さ
ら
さ
れ
や
す
い
試
み
な
ら
余
計
に

で
す
。
そ
れ
は
、
画
期
的
な
新
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
か
も
し
れ
な
い
し
、
地
球
環
境
の
危
機
を
回
避
す
る
研

究
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
ト
ラ
ン
プ
氏
の
せ
い
で
、
人
類
を
救
う
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
潰
え
る
と
し
た
ら
、

こ
れ
ほ
ど
罪
深
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
東
京
新
聞
「
社
説
」　

二
０
二
五
年
五
月
二
五
日
）

問�

❶
～
❺　
傍
線
部
㋐
～
㋔
に
相
当
す
る
漢
字
を
含

む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

❶　
㋐
イ
マ
シ
め

　

ア　

夜
道
は
十
分
ケ
イ
カ
イ
が
必
要
だ
。　

　

イ　

辞
書
で
カ
ク
ゲ
ン
の
意
味
を
調
べ
た
。

　

ウ　

設
計
の
た
め
ゲ
ン
ミ
ツ
に
計
算
す
る

　

エ　

ケ
イ
コ
ク
を
無
視
し
て
後
悔
し
た
。

❷　
㋑
オ
チ
イ
る

　

ア　

ホ
ウ
ラ
ク
し
た
壁
を
修
復
す
る
。

　

イ　

飛
行
機
が
ツ
イ
ラ
ク
し
た
ら
し
い
。

　

ウ　

君
に
は
本
当
に
ラ
ク
タ
ン
し
た
。

　

エ　

ケ
ッ
カ
ン
住
宅
は
困
っ
た
問
題
だ

❸　
㋒
ギ
レ
イ

　

ア　

成
人
に
は
納
税
の
ギ
ム
が
あ
る
。　
　

　

イ　

う
ち
の
愛
犬
は
ギ
ョ
ウ
ギ
が
良
い
。

　

ウ　

そ
の
意
見
に
は
ギ
ネ
ン
が
あ
る
。

　

エ　

勝
利
に
は
多
く
の
ギ
セ
イ
が
伴
う
。

❹　
㋓
ヤ
ワ
ら
げ

　

ア　

彼
は
ジ
ュ
ウ
ナ
ン
な
考
え
方
が
で
き
る
。

　

イ　

ヘ
イ
オ
ン
無
事
な
生
活
が
一
番
だ
。

　

ウ　

ヘ
イ
ワ
を
祈
り
黙
祷
を
さ
さ
げ
る
。

　

エ　

鶴
は
ユ
ウ
ガ
な
姿
を
し
て
い
る
。

❺　
㋔
ト
ウ
ケ
ツ

　

ア　

ケ
ツ
イ
も
新
た
に
勉
強
に
取
り
組
み
始
む
。

　

イ　

映
画
の
ケ
ツ
マ
ツ
は
言
わ
な
い
で
ほ
し
い
。

　

ウ　

江
戸
は
セ
イ
ケ
ツ
な
都
市
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

エ　

あ
の
新
任
の
先
生
は
ネ
ッ
ケ
ツ
タ
イ
プ
だ
。

問�

❻　
本
文
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
て
い
る
。
ど
の

段
落
の
最
後
に
入
れ
る
の
が
良
い
か
。
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

◎�

抜
け
て
い
る
文
…
「
あ
る
程
度
、
予
測
に
基
づ
い

て
行
動
す
る
の
が
人
間
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。」

　

ア  

1
の
最
後　

イ  

2
の
最
後　

ウ  

3
の
最
後

　

エ  

4
の
最
後　

問�

❼　
傍
線
部
①
「
言
わ
ず
も
が
な
」
と
あ
る
が
、

こ
の
場
合
、
ど
う
い
う
意
味
か 

。
最
も
適
切
な

も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア  

言
う
ま
で
も
な
い　

イ  

言
わ
な
い
方
が
い
い

　

ウ  
や
ぶ
へ
び
だ　
　
　

エ  

言
っ
て
欲
し
い　

問�

❽　
傍
線
部
②
「
泉
下
の
碩
学
」
と
あ
る
が
、
ど

う
い
う
意
味
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か

ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア  

田
舎
に
住
ん
で
い
る
物
知
り
。

イ  

外
国
の
有
名
人
。

ウ  

も
う
死
ん
だ
大
学
者
。

エ  

自
然
に
詳
し
い
専
門
家
。

問�

❾ 

文
中
の
空
欄
Ａ
に
入
る
言
葉
を
次
の
中
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。　

　

ア  

た
だ　

イ  

ま
た　

ウ  

つ
ま
り　

エ  

で
も

問�

❿　
傍
線
部
③
「
せ
め
て
人
の
営
み
は
…
」
と
あ

る
が
、
省
略
さ
れ
て
い
る
言
葉
と
し
て
、
最
も
適

切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア  

楽
観
で
き
る
だ
ろ
う
。　

　

イ  

予
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ウ  

緩
和
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

エ  

制
御
で
き
る
だ
ろ
う
。

問�

⓫　
文
中
の
空
欄
Ｂ
に
入
る
言
葉
と
し
て
、
最
も

適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

　

ア  

冒
険
的　

イ  

楽
観
的　

ウ  

先
進
的

　

エ  

貢
献
的 

問�

⓬　
本
文
を
三
つ
の
節
に
分
け
た
い
。
二
番
目
の

節
は
ど
の
段
落
か
ら
始
ま
る
か
。
最
も
適
当
な
も

の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア  

5
段
落　

イ  

6
段
落　

ウ  

7
段
落

　

エ  

8
段
落

問�

⓭　
二
番
目
の
節
に
付
け
る
「
小
見
出
し
」
と
し

て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ

い
。

　

ア  「
見
通
し
」
が
利
か
ぬ
世
界
に

　

イ  「
だ
ろ
う
」「
か
も
し
れ
な
い
」

　

ウ  「
軽
い
言
葉
、
広
が
る
フ
リ
ー
ズ
」

　

エ  「
楽
観
的
」
か
「
悲
観
的
」
か

問�

⓮　
筆
者
の
考
え
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の

を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア  �

不
確
実
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
大
胆
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
べ
き
だ
。

　

イ  �

不
確
実
で
も
楽
観
的
予
測
に
よ
っ
て
社
会
は

成
り
立
っ
て
き
た
。

　

ウ  �

大
統
領
の
言
動
に
よ
っ
て
社
会
の
進
歩
が
妨

げ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

エ  �

社
会
規
範
は
い
わ
ば
不
確
実
性
が
生
み
出
し

た
も
の
と
言
っ
て
良
い
。

問�

⓯　

こ
の
文
章
の
特
徴
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い

も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

　

ア  �

読
者
に
も
身
近
な
例
を
用
い
て
わ
か
り
や
す

く
述
べ
て
い
る
。

　

イ  �

現
代
社
会
の
問
題
の
本
質
を
鋭
く
捉
え
て
懸

念
を
述
べ
て
い
る
。

　

ウ  �

興
味
の
持
て
る
書
き
出
し
で
読
み
や
す
く
工

夫
し
て
い
る
。

　

エ  �

頭
括
式
を
用
い
て
ま
ず
筆
者
の
主
張
を
端
的

に
述
べ
て
い
る
。
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2026年度生 入学試験過去問題（1月実施入学試験）

問
　
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

1
お
よ
そ
釣
り
の
類
い
に
は
す
べ
て
、
「
だ
ま
し
」
の
要
素
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。
わ
け
て
も
、
和
式
の
テ
ン
カ

ラ
、
西
洋
式
の
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
と
い
う
毛
針
の
釣
り
に
は
。
そ
も
そ
も
、
野
鳥
の
㋐
ハ
ネ
、
獣
毛
と
い
っ

た
も
の
で
こ
し
ら
え
る
毛
針
が
、
魚
の
好
む
水
生
昆
虫
な
ど
を
模
し
た
「
偽
物
」
。
そ
れ
を
「
本
物
」
を
装
っ
て

川
面
な
ど
に
浮
か
べ
、
あ
る
い
は
流
し
、
イ
ワ
ナ
や
ら
ア
マ
ゴ
・
ヤ
マ
メ
や
ら
を
①
た
ば
か
っ
て
食
い
つ
か
せ
よ

う
と
い
う
の
で
す
か
ら
。

◆ 

Ⅰ

2
無
論
、
魚
の
方
だ
っ
て
、
釣
ら
れ
て
た
ま
る
か
、
だ
ま
さ
れ
て
な
る
か
、
と
必
死
な
の
で
し
ょ
う
。
し
っ
か
り

「
偽
物
」
を
見
極
め
て
㋑
ム
シ
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
う
い
う
時
、
釣
り
人
は
悔
し
紛
れ
に
「
魚
は
頭
が
い

い
」
「
警
戒
心
が
強
い
」
な
ど
と
、
魚
の
㋒
チ
セ
イ
を
持
ち
上
げ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
心
理
を
米
国
人
フ
ラ
イ

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
ジ
ョ
ン
・
ギ
ー
ラ
ッ
ク
は
著
書
『
ト
ラ
ウ
ト
・
バ
ム
』
に
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　

「
ぬ
る
ぬ
る
し
た
冷
血
の
、
は
虫
類
以
下
の
、
自
意
識
が
あ
る
か
な
い
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
生
物
に
知
恵
比

べ
で
負
け
る
こ
と
は
、
（
略
）
言
い
ふ
ら
さ
れ
て
は
困
る
こ
と
な
の
だ
」

3 

A
、
英
語
で
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
え
ば
、
ほ
ら
話
、
あ
る
い
は
眉
唾
の
意
。
多
分
、
釣
り
人
が

釣
っ
た
魚
を
実
際
よ
り
大
き
く
語
り
が
ち
な
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
し
ょ
う
。
「
②
魚
は
、
釣
っ
た
あ
と
に
成
長

す
る
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
か
ら
。
ウ
ソ
と
い
え
ば
ウ
ソ
な
の
で
す
が
、
以
下
の
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
に
比
べ
た
ら
、
か
わ
い
い
も
の
で
す
。

4
企
業
な
ど
実
在
す
る
組
織
を
装
っ
た
メ
ー
ル
で
偽
サ
イ
ト
に
㋓
ユ
ウ
ド
ウ
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド
、
口
座
番
号
な
ど

を
盗
む
「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」
。
そ
の
報
告
件
数
が
、
統
計
の
あ
る
二
０
０
五
年
以
降
、
最
多
の
一
八
四
万
件
（
今

年
一
～
九
月
）
に
上
っ
た
と
最
近
、
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

5
盗
ん
だ
情
報
は
、
不
正
に
口
座
か
ら
金
を
引
き
出
し
た
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
っ
た
り
す
る
犯
罪
に
使

わ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
「
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
が
で
き
な
か
っ
た
」
「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
」
な
ど
、
で
た
ら
め

の
警
告
メ
ー
ル
で
被
害
者
の
心
理
的
な
焦
り
を
つ
く
手
口
が
多
い
よ
う
で
す
。

6
い
や
は
や
、
偽
物
や
ウ
ソ
を
見
破
る
た
め
目
を
こ
ら
し
て
い
な
い
と
、
ひ
ど
い
目
に
遭
う
の
は
人
間
社
会
も
同

じ
よ
う
で
す
。
🄱
、
こ
ち
ら
は
人
間
心
理
の
す
き
を
つ
い
て
、
人
が
人
を
釣
り
上
げ
よ
う
と
い
う
話
で
す
が
。

◆ 

Ⅱ

7
人
間
心
理
と
い
え
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
も
、
③
そ
れ
を
用
い
た
営
業
手
法
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
最
初
に
値
の
高
い
商
品
を
勧
め
て
、
客
に
断
ら
せ
て
お
い
て
か
ら
、
本
命
の
少
し
安
い
商
品
を
勧
め
る
と

い
っ
た
「
ド
ア
・
イ
ン
・
ザ
・
フ
ェ
ー
ス
」
。

8
危
険
な
の
は
政
治
の
世
界
の
そ
れ
。
民
衆
心
理
を
巧
み
に
操
作
し
、
世
論
を
導
く
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
（
政
治
的
宣

伝
）
の
類
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
例
え
ば
ガ
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
も
そ
の
一
つ
。

9
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
主
演
の
米
映
画
（
一
九
四
四
年
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
『
ガ
ス
燈
』
に
由
来
し
、

元
は
自
分
の
正
気
を
疑
う
よ
う
他
者
を
追
い
込
む
心
理
的
な
虐
待
を
意
味
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
た
だ
「
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
」
や
「
陰
謀
論
」
が
あ
ふ
れ
る
近
年
は
、
広
く
、
自
己
の
㋔
リ
エ
キ
の
た
め
他
者
を
惑
わ
し
て
操

ろ
う
と
す
る
こ
と
を
指
す
よ
う
で
、
二
十
二
年
に
は
米
辞
書
大
手
の
メ
リ
ア
ム
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
が
「
今
年
の
言

葉
」
に
選
ん
で
い
ま
す
。

10
さ
ら
に
怖
い
の
は
、
デ
モ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
悪
魔
化
）
。
対
立
す
る
グ
ル
ー
プ
（
外
集
団
）
は
悪
魔
の
よ
う
に

邪
悪
な
非
人
間
的
な
存
在
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
自
分
の
集
団
（
内
集
団
）
内
に
植
え
付
け
る
心
理
操
作
で
、

内
集
団
の
結
束
は
高
ま
り
ま
す
が
、
憎
悪
が
暴
走
し
、
外
集
団
へ
の
攻
撃
、
さ
ら
に
は
残
虐
行
為
を
正
当
化
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
。
史
上
、
大
量
虐
殺
に
、
「
悪
魔
化
」
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
例
も
少
な
く

な
い
と
い
い
ま
す
。

11 

🄲
、
か
の
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
い
え
ば
、
民
主
党
議
員
や
伝
統
的
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
な
ど
自
分
に
逆
ら
う

者
の
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
事
実
に
基
づ
か
ず
口
汚
く
言
う
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ご
ろ
の
米
メ
デ
ィ

ア
の
報
道
を
見
て
い
る
と
、
民
主
党
な
ど
リ
ベ
ラ
ル
派
非
難
の
修
辞
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

12
曰
く
、
「
民
衆
の
敵
」
「
国
家
へ
の
反
逆
者
」
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
・
・
・
。
さ
ら
に
は
「
邪
悪
」
も
再
々
口
に

し
、
半
月
ほ
ど
前
に
はSN

S

へ
の
投
稿
で
民
主
党
の
こ
と
を
、
つ
い
に
こ
う
評
し
ま
し
た
。
「
憎
悪
、
邪
悪
、
悪

魔
の
党
」

◆ 

Ⅲ

13
「
悪
魔
化
」
が
頭
に
あ
る
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
保
守
と
リ
ベ
ラ
ル
の
分
断
を
煽
り

続
け
て
き
た
人
物
だ
け
に
、
不
気
味
で
す
。

14
何
に
せ
よ
、
私
た
ち
が
心
す
べ
き
は
や
す
や
す
と
乗
せ
ら
れ
な
い
こ
と
。
特
に
激
し
い
政
治
的
言
辞
が
発
せ
ら

れ
る
時
に
は
常
に
、
心
理
操
作
を
疑
う
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
毛
針
を
疑
い
、
見
破
る
警
戒
心
の
強
い
魚
の

よ
う
に
。
そ
う
、
🄳
、
で
す
。

�

（
東
京
新
聞
「
社
説
」　

二
０
二
五
年
十
月
二
六
日
）

問�

❶
～
❺ 

傍
線
部
㋐
～
㋔
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む

も
の
を
、
次
の
各
群
の
ア
～
エ
の
う
ち
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

❶　
㋐
ハ
ネ

　

ア　

と
う
と
う
彼
も
ネ
を
あ
げ
た
。　

　

イ　

卵
の
ネ
を
市
場
で
調
べ
て
き
た
。

　

ウ　

庭
の
木
を
ネ
モ
ト
か
ら
切
る
。

　

エ　

夜
遅
い
の
で
そ
ろ
そ
ろ
ネ
に
つ
こ
う
。

❷　
㋑
ム
シ

　

ア　

昨
夜
の
シ
チ
ョ
ウ
リ
ツ
が
気
に
な
る
。

　

イ　

一
番
好
き
な
科
目
は
レ
キ
シ
だ
。

　

ウ　

こ
こ
で
は
私
の
シ
ジ
に
従
う
べ
き
だ
。

　

エ　

新
法
は
四
月
か
ら
ジ
ッ
シ
す
る
予
定
だ
。

❸　
㋒
チ
セ
イ

　

ア　

日
本
は
と
て
も
チ
ア
ン
が
い
い
国
だ
。

　

イ　

金
塊
の
カ
チ
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

ウ　

ヨ
ウ
チ
な
考
え
を
改
め
た
方
が
良
い
。

　

エ　

科
学
者
に
は
深
い
チ
シ
キ
が
必
要
だ
。

❹　
㋓
ユ
ウ
ド
ウ

　

ア　

ユ
ウ
レ
イ
が
出
る
ト
ン
ネ
ル
で
有
名
だ
。

　

イ　

ラ
ー
メ
ン
の
ユ
ウ
ワ
ク
に
負
け
て
し
ま
う
。

　

ウ　

北
海
道
の
ユ
ウ
ダ
イ
な
自
然
に
圧
倒
さ
れ
た
。

　

エ　

春
に
京
都
で
ユ
ウ
ガ
な
踊
り
を
鑑
賞
し
た
。

❺　
㋔
リ
エ
キ

　

ア　

学
割
を
リ
ヨ
ウ
し
て
日
本
一
周
し
た
い
。

　

イ　

リ
シ
ュ
ウ
届
を
提
出
す
る
の
を
忘
れ
て
い
た
。

　

ウ　

前
回
の
失
敗
が
ノ
ウ
リ
を
よ
ぎ
っ
た
。

　

エ　

あ
の
新
任
の
先
生
は
リ
カ
担
当
だ
そ
う
だ
。

問�

❻ 

本
文
に
は
次
の
一
文
が
抜
け
て
い
る
。
ど
の
段

落
の
最
後
に
入
れ
る
の
が
良
い
か
。
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

　

◎�

抜
け
て
い
る
文
・
・
・「
不
思
議
な
も
の
で
、「
そ

れ
な
ら
買
お
う
」
と
な
り
や
す
い
の
だ
そ
う
で

す
。」

　

ア　

5
の
最
後　
　
　

イ　

6
の
最
後

　

ウ　

7
の
最
後　
　
　

エ　

8
の
最
後　

問�

❼　
傍
線
部
①
「
た
ば
か
っ
て
」
と
あ
る
が
、
こ

の
場
合
、
ど
う
い
う
意
味
か 

。
最
も
適
切
な
も
の

を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア　

だ
ま
し
て　
　
　
　
　
　

イ　

怠
け
て

　

ウ　

じ
っ
く
り
と
考
え
て　
　

エ　

工
夫
し
て

問�

❽　
文
中
の
空
欄
Ⅰ
に
付
け
る
「
小
見
出
し
」
と

し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

　

ア　

心
理
操
作
に
乗
せ
ら
れ
る
な

　

イ　

怖
す
ぎ
る
「
悪
魔
化
」
の
先

　

ウ　

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
ト
ー
リ
ー

　

エ　

危
険
な
ガ
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

問�

❾　
文
中
の
空
欄
Ａ
に
入
る
言
葉
を
次
の
中
か
ら

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア　

と
こ
ろ
で　
　

イ　

ま
た　
　

　

ウ　

つ
ま
り　
　
　

エ　

で
も　

問�

❾　
傍
線
部
②
「
魚
は
、
釣
っ
た
あ
と
に
成
長
す

る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
意
味
と
し
て
、
最

も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア　

�

釣
っ
た
魚
の
お
か
げ
で
釣
り
人
の
腕
前
が

日
々
成
長
す
る
。

　

イ　

�

釣
っ
た
魚
は
、
自
分
よ
り
も
人
が
見
た
方
が

大
き
く
見
え
る
。

　

ウ　

�

釣
っ
た
魚
は
、
毎
日
エ
サ
を
も
ら
っ
て
段
々

大
き
く
な
る
。

　

エ　

�

釣
っ
た
魚
は
、
話
し
て
い
る
う
ち
に
実
際
よ

り
大
き
く
な
る
。

問�

⓫　
文
中
の
空
欄
Ｂ
に
入
る
言
葉
と
し
て
、
最
も

適
切
な
も
の
を
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア　

と
こ
ろ
で　
　
　

イ　

ま
た　
　
　

　

ウ　

さ
て　
　
　

エ　

た
だ
し　

問�

⓬　
文
中
の
空
欄
Ⅱ
に
付
け
る
「
小
見
出
し
」
と

し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

　

ア　

心
理
操
作
に
乗
せ
ら
れ
る
な

　

イ　

怖
す
ぎ
る
「
悪
魔
化
」
の
先

　

ウ　

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
ト
ー
リ
ー

　

エ　

危
険
な
ガ
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

問�

⓭　
傍
線
部
②
「
そ
れ
」
が
指
す
も
の
と
し
て
、

最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア　

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界　

　

イ　

人
間
心
理

　

ウ　

偽
物
や
ウ
ソ

　

エ　

人
間
社
会

問�

⓮　
文
中
の
空
欄
Ｃ
に
入
る
言
葉
と
し
て
、
最
も

適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

　

ア　

し
か
し　
　

イ　

ま
た

　

ウ　

さ
て　
　
　

エ　

た
だ
し

問�

⓯　
文
中
の
空
欄
Ⅲ
に
付
け
る
「
小
見
出
し
」
と

し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

　

ア　

心
理
操
作
に
乗
せ
ら
れ
る
な

　

イ　

怖
す
ぎ
る
「
悪
魔
化
」
の
先

　

ウ　

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
ト
ー
リ
ー

　

エ　

危
険
な
ガ
ス
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

問�

⓰　

文
中
の
空
欄
Ｄ
に
入
る
言
葉
と
し
て
、
最
も

適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

　

ア　

魚
は
頭
が
い
い　

　

イ　

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
ト
ー
リ
ー

　

ウ　

釣
ら
れ
て
た
ま
る
か　
　

　

エ　
「
だ
ま
し
」
の
要
素
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受験番号

　　　年　　　月　　　日

所在地

校長名

氏　　名 　　　　 年　　 月　　 日生
歳

年　齢生 年 月 日フリガナ

学校名

四国医療専門学校長  殿

下記の者は人物、学力とも貴校への進学に適する者と認め、推薦いたします。

【推薦理由】

推　薦　書

※

記載者

㊞





オープンキャンパス
オープンキャンパスは社会人、大学生、高校生、保護者、高校教諭のみなさんに本校の教育方針、学科の特
徴、入試要項、また各資格についての理解を深めていただくことを目的に開催しています。また、ご家族・お友
達の参加も大歓迎です。
オープンキャンパス後に、大学生・社会人エントリー特別選抜にエントリーすることも可能です（詳しくは、募
集要項P6をご覧ください）。

第1回

時間／10：00～13：00（受付9：30～）　　場所／本校

時間／18：00～20：00（受付17：30～）　　場所／本校

2026年 5月17日日
第2回 2026年 6月21日日
第3回 2026年 7月19日日

第7回 2026年10月17日土
第8回 2026年11月15日日

第4回 2026年 8月 2日日
第9回 2026年12月20日日
第10回

2027年 2月 6日土第11回

第12回 2027年 3月21日日※

2027年 1月17日日
第5回 2026年 8月22日土
第6回 2026年 9月20日日

第1回 2026年 6月 3日水
第2回 2026年 7月 1日水
第3回 2026年 8月 5日水

第6回 2026年11月11日水
第7回 2026年12月 2日水
第8回 2027年 1月 6日水

第4回 2026年 9月 9日水 第9回 2027年 2月17日水
第10回 2027年 3月 3日水第5回 2026年10月 7日水

交通費補助実施中！
オープンキャンパス、夜間オープンキャンパスおよび学校見学会に参加される方を対象に、交通費の一部を、
本校が補助します。
●補助金額
　・香川県 　在住の方···1,000円　　・沖縄県　　　　在住の方…20,000円
　・愛媛県、徳島県、高知県、岡山県 　在住の方···2,000円
　・上記以外の都道府県 　在住の方···5,000円
●対象者
　本校への入学を検討されている方で、オープンキャンパス、夜間オープンキャンパスおよび学校見学会
に参加された方
●支給方法
　オープンキャンパスもしくは、学校見学会終了後に受付名簿と照合し、交通費の一部を支給します。
　※当日の必要書類など、詳しくは本校ホームページにてご確認ください。

学校見学会
オープンキャンパスの日程に都合の合わない方は、学校見学を随時行っています。電話・ホームページ・メール
などでご希望の日時及びご希望の学科（複数可）をご連絡ください。募集要項等の説明、校内施設・授業風
景を紹介します。
※祝日など学校休業日および定期試験など学校行事日には、ご見学いただけない場合があります。

夜間オープンキャンパス
休日開催のオープンキャンパスに日程が合わない方や、部活で忙しい方にピッタリ！
すべての学科が対象です。また、オープンキャンパス同様、大学生・社会人エントリー特別選抜にエントリーす
ることも可能です（詳しくは、募集要項P6をご覧ください）。

※エントリー対象外



看護学科 ／  理学療法学科 ／  作業療法学科 ／  
鍼灸マッサージ学科 ／  鍼灸学科 ／  スポーツ柔整学科

建学の精神／教育理念／教育目標／
アドミッション・ポリシー ･･･････････････････････････ 1
募集学科／学費 ･････････････････････････････････････ 2
出願資格（在校生入試含む） ･････････････････････････ 3
入試日程・選考方法（在校生入試含む） ･･･････････････ 4
入試特待生制度について ･････････････････････････････ 5
大学生・社会人エントリー特別選抜について ･･･････････ 6
オンライン入試について ･････････････････････････････ 7
インターネット出願について ･････････････････････････ 8
出願手続・受験／試験会場・試験時間／合格発表について･･･ 10
学生生活支援制度 ･･････････････････････････････････ 11
学生マンションについて ････････････････････････････ 15
2026年度生入学試験過去問題 ････････････････････････ 16
　　特待生選抜試験／  9月実施入学試験
　　10月実施入学試験／11月実施入学試験
　　12月実施入学試験／  1月実施入学試験
●出願書類　推薦書

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

学生募集要項

看護学科

理学療法学科

作業療法学科

鍼灸マッサージ学科

鍼灸学科

スポーツ柔整学科

2027年度生

※この学生募集要項は、2027 年 4月入学生を対象にした内容です。
　2028 年 4月入学生に関する内容は、2027 年 4月以降にご確認ください。


